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敬
老
思
想
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
精
神
の
高
揚
を

　
図
り
、
老
人
の
往
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、

　
9
月
定
例
市
議
会
で
「
自
石
市
松
竹
梅
福
祉
基

　
金
条
倒
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
「
高
齢
者
福
祉
に
！
」
と
い
う
母
親

　
の
遺
言
を
受
け
た
市
内
の
女
性
が
、
市
に
一
千

　
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
れ
五
千
七
百
万
円
と
合

　
◎
基
金
の
運
用
内
容

　
　
①
百
歳
に
な
っ
た
ら
祝
い
金
百
万
円
を
支
給

　
　
す
る
。

　
②
百
一
歳
以
上
毎
年
十
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
③
高
齢
者
福
祉
に
尽
力
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
団
体
・
個
入
を
顕
彰
す
る
。

　
★
敬
老
祝
金
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　
　
●
七
十
七
歳
か
ら
八
十
七
歳
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
ど
お
り
五
千
円

　
　
●
八
十
八
歳
か
ら
九
十
九
歳
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円
↓
　
一
万
円

噂
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牌

　
万
円
を
寄
付
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
創
立
さ
れ
、
　

あ｝『

　
わ
せ
計
六
千
七
百
万
円
を
基
金
と
し
て
い
ま
す
。
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◆◆
◆

◆

心
の
青
春
は
永
遠
な
り

◆
長
寿
者
六
名
に
松
竹
梅
敬
老
祝
金
百
万
円
◆

野灘

　
十
月
五
日
（
土
）
、
川
井
市
長
が
市
内
で
百
歳
以
上
の
六
名
の

方
の
自
宅
を
訪
れ
、
松
竹
梅
敬
老
祝
金
百
万
円
と
祝
い
状
を
贈

り
ま
し
た
。

　
市
長
が
「
来
年
も
ま
た
来
る
の
で
、
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」

と
言
い
な
が
ら
握
手
す
る
と
、
ど
な
た
も
笑
顔
で
こ
た
え
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
百
一
歳
以
上
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
、
毎
年
1
0
万
円

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
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き幽嵩

長寿者6名を祝う命
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　嶋貫まつのさん（白川）

　今年の3月ごろから寝

こんでいらっしゃいます

が、意識もしっかりして

おり、十八番の「さんさし

ぐれ」も健在。お客さん

が来ると大変喜んで、元

気がでるそうです。
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ρ
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　　高山　きゑさん（自石）

　　「耳が遠くなった以外

　は去年と変わりありませ

　ん」と語るきゑさんは、

ノ魚が大好き。市長を始め

　家族のみんなに祝福され、

　深々と頭をさげて感謝の

　お礼をしていました。
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佐藤ふさのさん（斎川）

　こつこつとカラフルな

クッション作りに余念が

ないふさのさん。

「草むしりで日光にあた

ることがなによりの薬」

と、微笑みながら話して

くれました。

　早坂　たけさん（自石）

　まつのさんに次いで東

北2位の長寿者たけさん。

　目と耳は不自由という

ものの、元気でしゃきっ

としています。乾杯した

ときの笑顔が健康そのも

のでした。
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　芝辻きよふさん（自石）

　しおり作り、詩吟、書

道など趣味が多彩。それ

がきよふさんの長

きの秘訣かもしれ

ません。毎朝新

聞を読んだり、

手紙も書きます。

＼
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　引地　志認さん（白石）

　豆類、いなごが好物の

志略さん。「以前に足の骨

を折ったけど、いなごの

おかげでこのとおり」と

足取りもしっかりしてい

る元気なおばあちゃんで

す。

年代別にみる

む鳶棚》ウ
　東北一の長寿者である嶋貫まつのさんを始め、市内には

100歳以上の方が6人壽られます。県内では仙台市の17人

に次いで2番目で、名取市4人、角田市3人と続きます。
（平成3年8月31日現在）

　それでは、白石市内で高齢者の割合はどれくらいなのか
年代別にみてみましょう。

白石の人ロピラミッド

（平成3年9月30日現在）

　　年齢
6人

81

暁
10

791

1．838

2．972

　　　2，816

　　　2，812

　　2，754

亙
　　　2，820

河

90～100

80～89

70～79

60～69

50～59

40～49

30～39

21）～29

10～19

0～9

人
　
娼

0

　　　　　　　　　　471

3，075

3、066

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

　以上から65歳以上の高齢者は、7，118人おられ、市内総人口の

16，8％を占め、平均年齢は39歳11か月となっています。

（平成3年9月15日現在、日本の65歳以上の人口は、総人口の
12、5％を占めています。）

　　　　　　　◆来年は100歳◆

お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
字
兎
作
六
十
九
番
地
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
邊
　
き
よ
し
さ
ん

転
陵

　4■
、

－
を　

ゲ

　
去
る
十
月
十
六
日
、
九
十
九
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
渡
邊
き
よ
し
さ
ん

（
十
月
十
五
日
生
ま
れ
）
に
、
川
井
市
長

が
賀
状
と
記
念
品
の
純
金
杯
を
贈
り
、

き
よ
し
さ
ん
の
白
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
き
よ
し
さ
ん
は
耳
も
丈
夫
で
、
テ
ー

プ
に
録
音
し
た
ご
自
分
の
歌
に
合
わ
せ

て
民
謡
を
唄
い
ま
す
。
張
り
の
あ
る
美

声
は
毎
日
の
練
習
の
成
果
で
す
ネ
。
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太郎さん

花子さん
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太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
が
「
広
報
し
ろ
い
し
」
を
見
な
が
ら

何
や
ら
話
を
し
て
い
ま
す
。

太
郎
さ
ん
「
今
月
の
広
報
は
、
九
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成

　
　
二
年
度
の
決
算
記
事
が
載
っ
て
い
る
よ
。
こ
れ
を
読
め
ば
、

　
　
白
石
市
の
財
布
の
中
身
が
良
く
わ
か
る
ん
だ
よ
」

花
子
さ
ん
「
そ
う
ね
。
自
分
の
家
の
家
計
簿
だ
け
で
な
く
、
市

　
　
の
家
計
簿
を
知
る
こ
と
も
、
と
て
も
大
切
ね
」

太
郎
さ
ん
「
そ
う
だ
よ
。
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
位
あ

　
　
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
も
必
要

　
　
な
ん
だ
」

花
子
さ
ん
「
で
も
…
…
。
市
の
家
計
簿
と
違
い
、
金
額
が
大
き

　
　
す
ぎ
て
実
感
が
わ
か
な
い
の
よ
ね
」

太
郎
さ
ん
「
確
か
に
そ
う
だ
け
ど
、
今
月
号
で
は
い
ろ
い
ろ
工

　
　
夫
し
て
あ
る
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
と
思
う
よ
」

限
ら
れ
た
お
金
を
有
効
に

　
　
”
一
世
帯
あ
た
り
約
一
〇
四
万
円
の
支
出
”

　
太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
の
会
話
に
も

あ
る
よ
う
に
、
平
成
二
年
度
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
、
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
行
わ
れ
た
九
月
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
市
の
台
所
は
決
し
て
裕
福
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
二
年
度
も
限

ら
れ
た
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
、
く
ら

し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

決
算
は
市
の
家
計
簿
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
二
年
度
の
各
種

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
∂

金
額
が
大
壱
す
ぜ
て

な
ん
だ
か
ピ
ー
ン
と

　
こ
后
い
の
よ
ね
え
ノ

　
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

収
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が
百
二
十

四
億
四
千
百
四
十
九
万
円
で
、
支
出
（
市

が
使
っ
た
お
金
）
が
百
二
十
億
九
千
二

百
七
十
万
円
と
な
り
、
差
し
引
き
三
億

四
千
八
百
七
十
九
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

．
癌
・

黒
字
決
算
に
后
っ
で

い
る
け
ど
、
実
際
は

　
ど
う
な
の
か
し
ら
？

　
一
般
の
家
庭
で
は
、
収
入
の
ほ
と
ん

ど
が
食
費
に
使
わ
れ
て
し
ま
い
、
衣
服

を
買
っ
た
り
文
化
的
な
生
活
を
す
る
た

め
の
お
金
が
な
く
て
は
、
良
い
家
計
と

は
言
え
ま
せ
ん
ね
。

　
市
の
家
計
で
も
、
や
り
く
り
上
手
か

ど
う
か
の
目
安
と
な
る
も
の
に
、
経
常

収
支
比
率
（
数
値
が
少
な
い
ほ
ど
、
家

計
は
安
定
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
の
六
十

七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
六
十
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と

好
転
し
ま
・
し
た
。
ま
た
、
公
債
費
比
率

（
　
般
家
庭
で
い
え
ば
ロ
ー
ン
返
済
額

が
標
準
的
に
収
入
で
き
る
額
に
占
め
る

割
合
）
は
、
前
年
度
の
八
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
九
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
と
わ
ず

か
で
す
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
次
に
お
金
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
た
の
か
を
、
収
入
と

支
出
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

4

　
前
年
度
と
比
べ
て
み
る
と
、
収
入
は

十
一
億
四
千
六
百
四
万
円
増
え
、
支
出

も
十
一
億
一
千
七
百
五
十
五
万
円
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
市
の
予
算
や
決
算
は
金
額

が
大
き
す
ぎ
て
、
と
て
も
わ
か
り
に
く

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
二
年

国
勢
調
査
の
世
帯
数
（
一
万
一
千
五
百

四
十
七
戸
）
で
割
っ
て
み
る
と
、
一
世

帯
あ
た
り
の
収
入
が
約
百
七
万
円
、
支

出
が
約
百
四
万
円
と
な
る
計
算
に
な
り
、

約
三
万
円
を
次
の
年
度
の
生
活
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

市の財産は
これだけ
　あります

・基金

　48億5，394万円

・出資金・出掘金

　4億1，ワ04万円

・有価証券

　　　　510万円

・債権

　1億1，05ワ万円

・消防自動車34台

平成2年度決算

　
　
　
茜
　
　
謡

～
，
“
嘆
，

　
　
　
　
　
p
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燐
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6億1，830万円

7億　332万円

　　　　　　　4
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地
方
譲
与
税
等

　
叫
急

諸
収
入
一

塾騰
9，133朋

市撹＼ミ

13億

8，510万欝

市　　　税

　　34御，諭万円

地方交付税

　3フ強蔭7，428万円
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一
人
あ
た
り
約
八
万
一
千
円
の
税
負
担

　
　
　
目
市
税
は
全
収
入
の
二
十
七
・
五
％
“

’
（
8
．
．

（
・
‘
｝

　
　
竃

私
た
ち
が
納
め
た

税
金
は
、
ど
の
位
の

額
に
な
る
ん
だ
3
う
？

　
一
般
会
計
の
収
入
は
、
前
の
ぺ
ー
ジ

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
百
二
十
四
億
四

千
百
四
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
収

入
の
内
訳
を
示
し
た
グ
ラ
フ
ー
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。
収
入
で
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
の
は
、
市
税
で
賄
い

き
れ
な
い
財
源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
で
三

十
七
億
七
千
四
百
二
十
八
万
円
で
し
た
。

　
次
に
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
市
税
で
す
。
こ
の
市
税
は
、

固
定
資
産
税
、
市
民
税
、
都
市
計
画
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
で
三
十
四
億
二
千
二
百

八
十
一
万
円
（
全
収
入
の
二
十
七
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
市
税
を
、
平
成
二
年
の
国
勢
調

査
人
口
四
万
二
千
三
十
人
で
割
っ
て
み

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

市
に
住
む
人
す
べ
て
が
、
一
人
あ
た
り

八
万
一
千
円
余
り
を
負
担
し
た
計
算
に

な
り
ま
す
。
　
（
グ
ラ
フ
ー
参
照
）

　
市
税
の
中
で
は
、
固
定
資
産
税
、
市

民
税
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
合
わ
せ
て

二
十
九
億
七
千
七
百
八
十
九
万
円
で
、

市
税
全
体
の
約
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

』平残2隼の国勢調査人口42，030人で計算

建
器
ト
．
霧

駕
“
り
業
．
総

磁
。
ら
o
様
O
ぜ

窪
巽
O
ぜ

窪
蕊
、
斜

固
搾
嘉

市
房
税

響
書
税

夢
ダ
税

羅
躍

鐡
蹄
で
言
o
o

謬
数

グラフH　市民1人が負担した市税は

底
　
　
　
（
．
一

　
　
　
‘
｝

　
　
　
9

　
　
　
　
3

專
門
用
語
が
多
ず

ぜ
で
、
わ
か
り
に
く
ひ

の
よ
ね
力
…

杢
又
中
の
用
語
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

〔
経
常
収
支
比
率
〕

　
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
毎
年
ほ
ぼ
一

定
し
て
支
出
さ
れ
る
経
費
を
「
経
常
経

費
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
経
常
経
費
を

経
常
一
般
財
源
（
使
途
の
特
定
さ
れ
な

い
市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
）

で
割
り
、
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し
た
も
の
。

通
常
は
七
〇
～
八
O
％
の
間
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

〔
公
債
費
比
率
〕

　
年
度
ご
と
の
市
債
（
市
の
借
金
）
の

元
金
と
利
子
の
返
済
費
用
を
経
常
一
般

財
源
で
割
り
、
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し
た

も
の
。
こ
の
比
率
が
二
十
％
を
超
え
る

と
、
市
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

〔
地
方
交
付
税
〕

　
全
国
の
市
町
村
が
、
平
均
的
な
水
準

で
事
業
を
行
え
る
よ
う
に
、
国
が
交
付

す
る
税
。
国
税
の
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
国
の
た
ば
こ
税
か
ら

一
定
の
割
合
を
繰
り
入
れ
て
、
財
源
と

し
て
い
ま
す
。

〔
投
資
的
経
費
〕

　
学
校
、
道
路
、
下
水
道
な
ど
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
直
接
関
わ
り
の
あ
る

施
設
の
整
備
に
投
資
す
る
経
費
。

5



6

私
た
ち
の
お
金
は

ど
ん
な
こ
と
に
使

　
わ
れ
た
の
か
し
ら
？

　
次
に
支
出
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
グ

ラ
フ
皿
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

費
目
別
支
出
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
↓
般
会
計
の
中
で
、
最
も
多
く

支
出
し
た
の
は
教
育
費
で
、
三
十
三
億

八
千
四
百
九
十
二
万
円
（
全
支
出
の
二

十
八
％
）
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
と
比

べ
る
と
七
億
七
千
万
円
ほ
ど
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
一
世
帯
あ
た
り
に
換

算
す
る
と
二
十
九
万
三
千
円
に
な
り
ま

す
。　

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
お
も
に
斎
川
小

学
校
の
校
舎
改
築
や
、
五
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
碧
水
園
（
古
典
芸
能
伝
承
の
館
）
、

現
在
小
原
に
建
設
中
の
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ

ン
ド
（
市
民
温
泉
プ
ー
ル
）
の
建
設
費

な
ど
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
施
設
の

整
備
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
一
般
事
務
費
や
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
積
立
金
な
ど
に
二
十
一
億
八
千

四
百
八
十
七
万
円
、
老
人
福
祉
や
乳
幼

児
医
療
費
、
保
育
所
の
経
費
に
十
四
億

六
千
二
百
四
万
円
、
市
道
の
整
備
や
市

営
住
宅
の
建
設
な
ど
の
経
費
に
十
二
億

九
千
七
百
十
一
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
次
に
グ
ラ
フ
W
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
投
資
的
経
費
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結

す
る
道
路
や
下
水
道
、
学
校
な
ど
の
施

設
を
整
備
す
る
た
め
の
大
切
な
経
費
で

す
。
自
由
に
使
え
る
お
金
と
い
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　
平
成
二
年
度
の
投
資
的
経
費
は
三
十

九
億
四
千
六
百
七
十
一
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
六
億
九
千
万
円
あ
ま
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
ス

パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
（
市
民
温
泉
プ
ー
ル
）

の
建
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
決
算
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
に
、
限
ら
れ
た
お
金
を

有
効
に
使
い
、
平
成
三
年
度
も
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

5億7，515万円

7億7，9乃万円7億8，714万円

8億6，601万円

〔グラフIV〕

　　　　　　　支鍵
　　　　　　　12㈱，270珊

　　　　　　投資、出資金ほ力
公債費　　　　17億6，316万円、
7億ア，969万円

麟
臨

　
0
1
1
件
3

　
1
ど
で
　
億

疹馨。

．

投資的経費
39｛慧4，671万円

性質的支出の状況

〔グラフ皿〕

騰
鹸　鷹

晦
工
費

公
儂
驚
．

％
餌
免

農
称水産業農　

　
　
、
．
舞

衛
鷺
費

　
9
厭
　
幅

謬務責
2τ億8，48アフ｝円

7、2

5∠
10．7勇12．1％糀

教育費
33億8、492万円

28．0％

〆嘩＼
繋、

博籔

消防費3億3，599万円

議会費1億9，917万円
災害復旧費1億5，228万円

労働費　6，829万円

堕羅耀1盆」畠』き冨巌ご、』

上水道事業会計計会

収益的収入及び支出
収入　8億2，610万円

支出　6億6，509万円

資本的収入及び支出
収入　1億9，013万円

支出　4億1，764万円

考人保健

ヤ
ち

。
距
㌧

oo
22億　549万円

21億2，699万円
入
出

収
支

地方卸売市場事業

ρ
㌦
・
プ

7
　
己

2，550万円

2，550万円
入
出

収
支

　　　別

下水道事業

特

馳

0
θ

⑧’

13億2，671万円

131、意2，671万円
入
出

収
支

国民健康保険

ヤ
。
f

ヤ
ず
　
　
　
ニ

｝
』
つ

～

収入　22億6，540万円

支出　21億4，063万円

ふるさと発見からの創造

．
〆

再び東北のカを一つに

ABOkomA　ZAO
SH［RO塞SH嘘　KAKUDA　OGAWA臼A
S日旧A置A　MARUMORl　MURA吊A
KAWASAK『ZAO　SHICHlKASHUKU

戊辰の役123年

窪
曽
｝

糞

’
　
　
甑

閏、　染
』齢鯉

＼寒

諮
騨

駕
瓢
馨
　
　
農
縮

　
　
　
敷

　
　
　
　
　
　
．
制

響

東
北
自
動
草
道

　　　i築繕・響1．・

　　　～

　解』饗響r
　二㌻
　ξ‘蓄・　’、一．
．一．r》、　　ダ

』≧矛一

　
　
　
　
東
塀

　
　
・
｛
徒
熱
す

ノ

　
、
覧
く

　
　
　
』
ヒノ

7・
●

マ

織か

南
料
◎
総
合
司
会
／
森
本
毅
郎
（
キ
ヤ
ス
タ
ー
少
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

仙
撫
◆
護
聚
麟
議
ガ
錠
（
作
家
）

　
　
　
入
◆
知
事
対
談
▽
M
時
2
5
分
ー
M
時
5
5
分

N
■
「
東
輩
と
は
何
か
」
本
間
俊
太
郎
（
宮
城
県
知
事
）

層　　
　
館

ム
賎

ラ
砧

　　　　　　　　　カ　　　

　　　　　歴史に学び、明日の地域づくり1

東北学おこし事業メインフォー
目日時／11月16日（土）開場12時20分　開演13時　■会場／白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
富
雄
（
盛
岡
大
学
長
）

▼
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
第
1
部
　
▽
M
時
5
5
分
～
1
5
時
2
5
分

　
「
講
談
＆
ク
イ
ズ

　
　
戊
辰
の
役
、
そ
の
と
き
東
北
が
夢
見
た
も
の
は
」

　
　
　
　
　
　
講
談
／
神
田
紫
　
　
ク
イ
ズ
解
説
／
高
橋
富
雄

▼
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
第
2
部
　
▽
1
5
時
2
5
分
～
1
6
時
3
5
分

　
「
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
る
、
東
北
の
昨
日
・
今
日
・
明
日
」

　
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
／
高
橋
富
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
地
文
夫
（
岩
手
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
（
画
家
）

▼
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
第
3
部
　
▽
1
6
時
3
5
分
ー
1
7
時
2
0
分

　
「
今
こ
そ
、
東
北
の
カ
を
』
つ
に
ー
平
成
奥
羽
越
列
藩
同
盟
」

　
　
※
展
示
ホ
ー
ル
で
は
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス

　
　
　
ト
」
展
示
発
表
と
「
ふ
る
さ
と
偉
人
展
」
を
行
い
ま
す
。

メ
吟
★
岐
舞
鋸
y
鮭
菰
欝
／
…
。
円

★
歴
史
探
訪
　
▽
1
1
月
1
7
日
（
日
）
▽
8
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

　
「
戊
辰
の
役
を
た
ど
る
旅
」

　
　
　
（
バ
ス
ツ
ア
ー
・
参
加
費
∠
一
、
O
O
O
円
昼
食
付
）

こ
監
影
諭
霧
幾
魏
勢
腎
く

お　
　
　
6
●
電
話
ま
た
は
官
製
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ヌ

　
　
　
月
官
製
は
が
き
の
場
合
は
住
所
氏
名
・
年
令
・
職
業
・
電
話
番
号

当苧　
　
　
－
と
ご
希
望
の
イ
ベ
ン
ト
名
を
明
記
の
う
え
、
左
記
の
あ
て
先
ま
で

　
　
　
ヌ
　
　
ヘ

　
　
　
／
　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

レ
』
時
▼
送
り
先
／
〒
瑠
9
，
・
2

己
イ
日
暑
市
本
鍛
兼
路
＋
三
番
地
暑
商
工
会
議
所
内

東　　
　
目
　
　
　
仙
南
地
域
メ
イ
ン
フ
オ
ー
フ
ム
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
（
0
2
2
4
）
2
5
－
5
7
9
4

91文化の波・文化の風おこしフォーラム

　　　　　　　　　　11月6日（水）13時開演

　　　　　白石市・白石蔵王パレスホテル

團繍1羅黎禦替岩羅黛羅藤灘
7



　
先
日
、
小
原
に
建
設
さ
れ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事

業
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
た
め
視
察
に
赴
き
、
案
内

さ
れ
た
東
京
葛
西
臨
海
水
族
園
で
、
お
も
し
ろ
い

話
を
聞
い
た
。
こ
の
水
族
園
は
、
上
野
動
物
園
の

分
園
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
年

八
月
の
入
園
者
数
は
、
本
家
で
あ
る
上
野
動
物
園

が
四
十
七
万
人
に
対
し
て
、
五
十
五
万
人
に
達
し

た
と
い
う
。

　
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

が
近
く
、
お
こ
ぼ
れ
を
頂
戴
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。

　
も
う
一
つ
大
変
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
今
の
若

い
人
達
は
、
清
潔
に
過
ぎ
て
、
臭
い
に
非
常
に
弱

い
。
っ
ま
り
、
動
物
園
に
は
動
物
独
特
の
臭
い
が

あ
る
。
が
、
水
族
園
は
ガ
ラ
ス
で
隔
て
ら
れ
て
い

て
、
臭
い
が
し
な
い
。
こ
れ
が
、
入
園
者
が
本
家

を
凌
ぐ
大
き
な
理
由
の
一
つ
だ
と
い
う
。
な
る
ほ

ど
な
と
、
思
い
つ
つ
も
ふ
っ
と
連
想
し
た
。

　
今
の
若
い
人
は
、
朝
シ
ャ
ン
の
習
慣
が
定
着
し

て
い
る
。
毎
朝
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
っ
て
髪
を
洗
わ

な
い
こ
と
に
は
、
そ
の
日
一
日
す
っ
き
り
し
な
い
、

と
い
う
人
達
が
増
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
説
に
よ
る
と
、
あ
ま
り
朝
シ
ャ
ン

を
励
行
す
る
と
、
若
く
し
て
禿
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
清
潔
好
き
で
カ
ッ
コ
の
い
い
青
年
達

は
、
禿
に
対
し
て
恐
怖
感
は
無
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
仲
秋
の
名
月
が
過
ぎ
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
た
。

体
育
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
候
と

い
う
が
、
今
年
は
雨
が
多
く
て
、
な
か
な
か
天
高

く
と
い
う
感
じ
の
し
な
い
秋
で
あ
る
。

　
た
だ
、
私
個
人
に
と
っ
て
は
、
髪
の
毛
の
薄
さ

が
気
に
な
る
秋
で
あ
る
。
　
『
桐
一
葉
落
ち
て
天
下

の
秋
を
知
る
』
の
言
葉
が
実
感
と
し
て
迫
っ
て
く

し
て
い
る
か
ら
イ
ヤ
に
な
る
。
し
か
し
、
妙
齢
の

婦
人
か
ら
、
　
「
市
長
も
若
く
な
い
ん
で
す
か
ら
、

身
体
に
だ
け
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、

心
配
そ
う
な
眼
差
し
で
言
わ
れ
た
時
だ
け
は
、
禿

も
悪
く
は
な
い
と
思
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
男
性
で
あ
る
以
上
、
禿
か

桐

一

葉

●
布
長

川

井

葛西臨海水族園の淡水魚コーナー

白
髪
は
免
れ
な
い
運
命
に
あ
る
と
、
諦
観
す
る
よ

り
他
は
な
い
。

　
禿
発
生
の
原
因
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
、
遺
伝
、

老
化
の
三
条
件
の
か
ら
み
あ
い
に
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
私
の
場
合
は
、
祖
父
も
、
若
く
し
て
亡
く
な

っ
た
が
父
も
、
兄
弟
も
、
禿
げ
て
い
る
者
は
一
人

も
い
な
い
。
か
と
言
っ
て
毛
沢
東
と
か
チ
ャ
ー
チ

ル
の
よ
う
に
、
特
別
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
て

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
も
な
い
。
し
て
み
る
と
、
三

番
目
の
老
化
が
大
き
な
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
。
い

か
ん
と
も
な
し
難
い
。

　
個
人
的
に
は
、
禿
よ
り
は
白
髪
の
方
が
い
い
。

中
身
や
考
え
方
は
別
と
し
て
、
ゴ
ル
ビ
ー
よ
り
も

エ
リ
ッ
イ
ン
の
方
が
か
っ
こ
い
い
な
と
考
え
る
の

は
、
持
た
ざ
る
者
の
ひ
が
み
だ
ろ
う
か
。
俗
説
に

い
う
、
　
「
禿
に
癌
無
く
、
白
髪
に
脳
卒
中
無
し
」

と
い
う
説
が
本
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
癌
に
も
脳
卒

中
に
も
な
ら
ず
に
、
精
一
杯
働
か
せ
て
頂
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

貞
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みな毒んからの索敵な

情報を轡ってまず

う　　むつ

「羽と陸と併せて蔵王

夏の山」

蔵王俳旬会（鈴木貞二会長）が高

浜虚子の記念碑を建て、9月22日、

益岡公園の芝生広場で除幕式が行わ

れました。

　、　　　藁　　　　　　、　　誉
麟　　I　　　ず　　コ　　　ヒ
　　　　　　　　　　　　ら　　　チ　
　rl　　　　　－一β一

　　　　』この記念碑は、月刊俳句雑誌「蔵

王」が12月で600号になるのを記念

して建てられたものです。

白石市は、奥羽俳譜随一といわれ

る松窓乙二のふるさと。これから俳

旬が気軽に読まれる白石になればす

てきですね。

参加者は過去最高

勲猫芝　　1
矯　　・鍛　顧
茜

9月15日、国立南蔵王青少年野営

場をスタート・ゴールとして、第5

回みやぎ蔵王高原マラソン大会が開

催されました。

当日はあいにくの雨もようでした

が、県内マラソンでビック2に入る

といわれるだけあって1，624名が参

加。白石からも758名のランナーが

初秋の蔵王高原を走り抜けました。

結果は、3キロ中学女子で谷津裕

子さん／東中）が1位の栄冠を勝ち

とりました。

文化・スポーツの秋を満喫

，彊

　　　　　紘－’伽“～誓・轡、←［．一慧渉

　　．擁鎧・猛
　　ε　御一5μ

2市7町の少年野球代表16チーム

が参加し、青少年育成と各地域の交

流をしてもらおうと、野球大会が9

月22・23日の2日問にわたり、自石

市営球場と白石川緑地公園野球場で

行われました。

決勝は、美滝少年野球クラブと福

岡少年野球クラブとの対戦となり、

1対0の近差で美滝少年野球クラブ

が優勝しました。

　9月30日、白石市中央公民館で、

平岩弓枝さんと和田勉さんによる講

演会が行われました。

　「史実と小説」と題して平岩さん

は、「陰に隠れて目立たないものに光

をあてたい」と、隠れた史実の一部

に触れ、回りの涙を誘っていました。

一方、和田さんは「僕の生き方、

考え方」と題し、「男と女は違うから

いい」と力説。ふんだんに洒落を取

り入れた和田さんの講演に終始笑い

が絶えませんでした。

いろんな遊びにチャレンジ

　　　　　扇
　　　　　　．馬ム

第一児童館を利用している第ゴ小

学校の児童に思いっきり遊んでもら

お・うと、10月12日、第3回いっかん

まっりが開かれました。

子どもたちは、会場いっぱいに設

けられた手づくりコーナーにさつそ

く挑戦。母親クラブやジュニアリー

ダーのおねえさんの手ほどきを受け

ながら、女の子は影絵やお手玉、男

の子はグライダー、火おこしなどを

作っては、友達と見せ合って楽しん

でいました。

歴史が縁で姉妹部会提携

明治5年の北海道開拓からの歴史

的な縁で友好関係を結んでいる札幌

市白石区から9月21日、特定郵便局

長11名が自石市を訪れ、自石市の特

定郵便局と「白石サミット」を行い

ました。

サミットでは、特定郵便局白石市

部会と札幌市白石部会との間で、友

好姉妹部会が締結されました。「息

の長い友好親善交流を続けていきま

しょう」と、これからの固いきずな

を誓いあっていました。

き、璽二歯　1噂麟縫．1

曝季　．、・’　斐‘9

す
ご
　
ヤ

懸
」
』

一つ一つの作品が生きてます

　ししの
刺繍の織りなす世界に魅せられ、

60歳より現在にいたる20年間、刺繍

に打ち込んできた岩山こうさん（沢

端田丁、　80歳）。

そのこうさんの子供たち6人が企

画・準備し、9月21日から23日の3

日間、白石市民会館で岩山こう刺繍

作品展が行われました。

認融薗摩i．．

展示された作品は12場面で構成さ

れた「源氏物語」や「お能」、「あじ

さい」など力作60点。

喜びも悲しみも一本一本の糸に託

してきたというこうさんの作品は、

優しくも力強くも感じられ、まるで

生きているようでした。

あと50個拾うぞ！

　』ぢ「福－1＿．　置3．、”　．一麹．

10月4日、小久保平（小原）では、

小原小学校の3年生と4年生37人が

栗拾いを楽しみました。

これは小久保平で栗園を営む石塚

佳一郎さんのご好意により、遠足の

一環として行われたもの。

当日は晴天も手伝ってか、一っで

も多くの栗を拾おうとみんな必死。

お昼には、きれいに整備されたこの

石塚さんの栗園で昼食をとりました。
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働
く
婦
人
の
家

レ
⑧

」

　
つ
一

　
　
‘
一

　
■
曽

　
，
臼

　
　
ユ
ゴ

　
■
騎

　
●

奈
“
．

ウ
餓　

徳

マィサーワワ：』、
拓

ボ
ケ
防
止

は
書
道
か

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
あ

い
さ
つ
で
月
二
回
、
働
く
婦
人
の
家
で

勉
強
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
二
十
代
か

ら
五
十
代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
女
性

九
名
で
、
講
師
は
講
座
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
宍
戸
茗
峰
先
生
で
す
。

　
先
生
は
い
つ
も
「
書
は
リ
ズ
ム
が
大

切
」
と
言
わ
れ
、
私
達
一
人
ひ
と
り
に

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
書
の
道
は
歴
史
の
あ
る
奥
の
深

い
も
の
で
す
の
で
、
中
国
の
書
の
歴
史
、

書
家
に
つ
い
て
の
講
義
も
毎
回
し
て
く

れ
ま
す
。
私
達
は
す
ぐ
筆
を
持
つ
こ
と

に
力
を
入
れ
ま
す
が
、
先
生
は
そ
の
作

品
と
書
家
の
心
、
書
風
を
わ
か
る
様
に

話
を
し
て
か
ら
、
筆
で
の
説
明
に
入
り

ま
す
。
一
回
二
時
間
の
サ
ー
ク
ル
で
す

が
、
毎
月
図
南
書
道
会
に
出
す
作
品
の

講
義
、
添
削
、
練
習
。
こ
の
間
に
先
生

を
交
え
て
の
お
し
ゃ
べ
り
が
入
り
ま
す

の
で
二
時
間
は
す
ぐ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。　

月
二
回
の
生
き
た
講
義
を
受
け
、
後

ら

上
　
西

則
　
子

鯉
、
、

鹸4

　
　
p
コ
　
　
　
．
．
『
　
　
堅

　
　
ヤ
ド
　
　
　
ハ

は
自
宅
で
の
研
修
と
大
変
で
す
が
、
会

員
同
志
励
ま
し
合
い
な
が
ら
日
々
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
事
を
成
す
に
は
、
良
き

師
、
良
き
友
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
人
の
努
力

が
一
番
で
す
が
…
…
…
。

　
さ
て
、
年
間
の
行
事
と
し
て
働
く
婦

人
の
家
ま
つ
り
や
県
南
書
道
展
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
作
品
を
出
し
て
い
ま
す
。
出

来
、
不
出
来
は
抜
き
に
し
て
、
時
間
を

み
つ
け
て
は
夢
中
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
中
、
ボ
ケ
防
上
に
は

大
変
よ
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

！
し
ろ
い
し
の
，

戸

．
説
⑧

白
石
城
の
狐

　
福
岡
小
学
校
の
西
に
あ
た
り
、
鎌

先
へ
の
県
道
と
国
道
四
号
バ
イ
パ
ス

と
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
丘
を
狐
壇
と

い
う
。
こ
の
場
所
の
こ
と
で
は
次
の

よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。

　
白
石
城
の
一
角
に
白
石
氏
在
城
当

時
か
ら
狐
の
群
れ
が
巣
く
っ
て
い
た

が
、
片
倉
家
が
白
石
城
主
に
な
っ
て

か
ら
不
思
議
な
事
件
が
続
い
た
。
櫓

の
上
に
怪
し
い
火
が
上
が
っ
た
か
と
思

え
ば
、
夜
の
当
番
の
者
が
奥
の
御
殿

の
廊
下
で
見
な
れ
な
い
美
し
い
女
中

に
出
会
っ
た
り
、
門
番
の
若
者
が
お

姫
様
に
呼
ば
れ
て
つ
い
て
行
っ
た
ら

池
の
中
に
は
ま
っ
た
り
し
て
、
城
中

は
騒
然
と
な
っ
た
。

　
あ
る
と
き
、
奥
の
御
殿
の
老
女
が

妙
な
こ
と
を
口
走
り
な
が
ら
、
ば
っ

た
り
と
倒
れ
た
。
す
る
と
、
み
る
み

る
う
ち
に
顔
は
般
若
面
の
よ
う
に
変

わ
り
、
口
は
大
き
く
裂
け
、
目
は
ら

ん
ら
ん
と
輝
き
、
何
や
ら
物
の
化
が

乗
り
移
っ
た
ら
し
く
、
　
「
自
分
は
こ

こ
に
棲
む
古
狐
で
あ
る
。
蒲
生
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’
・
諾

上
杉
家
で
は
非
常
に
大
切
に
扱
っ
て

も
ら
っ
た
が
、
今
度
の
城
主
は
ひ
ど

く
虐
待
す
る
。
く
や
し
い
の
で
、
怪

奇
な
技
を
次
々
見
せ
た
が
一
向
に
気

づ
か
な
い
。
わ
れ
を
白
石
城
よ
り
一

段
小
高
い
と
こ
ろ
に
祀
れ
よ
」
と
い

っ
て
、
老
女
は
再
び
気
絶
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
医
者
の
手
当
で
間
も

な
く
息
を
吹
き
返
し
、
も
と
の
老
女

の
姿
に
返
っ
た
。

　
そ
こ
で
城
の
川
向
こ
う
の
狐
壇
に

お
宮
を
建
て
、
供
物
を
十
分
そ
え
て

祀
っ
て
や
っ
た
ら
、
城
中
の
怪
は
消

え
去
り
、
も
と
の
平
和
な
自
石
城
に

戻
っ
た
と
い
う
。
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麟鱒恥、齢螢篇儒愚oo獅赫層蔚槽菊愚櫛躰蜘膚魯徽蝉蔚鵬魯尉徽
‘Z

’

學

鏡
雪
學
』
惑
冊
、
｝
β
　
豪
秤
、
〕
學
醤
筐
學
舜
焦
、
一
學
講
魯
畠

佐藤繁幸くん（郡山

　
　
　
　
　
邑
㊥
罫

の
冊
、
暴
て
聲
舗
、
）
蓼
．
邑
砧
、
無
・
．
色
璽
寧

へ
暑
睡
導
睡
導
嚢
寧
薯
藝
話
嚢
蓼
9
譲
夢
彰
蓉
き
壼
疇
諺
嚢
誉
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
ぎ
る

圏
　
川
股
兵
三
選

梅
雨
明
け
し
厨
に
た
て
ば
朝
夕
に
ふ
れ
る
冷
め
た
き

水
こ
こ
ち
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

病
室
に
夫
看
取
り
つ
つ
心
揺
る
雷
雨
激
し
く
窓
を
ゆ

る
が
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ひ
で

ス
カ
ン
ポ
の
茎
折
り
と
り
て
口
に
せ
ば
よ
み
が
え
り

来
る
幼
き
日
々
が
　
　
　
　
　
　
　
大
野
兼
三

問
題
児
を
受
け
持
ち
悩
む
娘
を
ば
無
視
し
て
す
ご
す

我
も
教
師
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

穂
芒
の
な
び
く
岡
越
え
山
路
ゆ
く
思
は
ず
萩
の
し
だ

る
る
に
あ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

萩
の
花
咲
く
日
蔭
道
の
水
澄
み
て
か
る
鴨
の
群
並
び

ゆ
く
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

甲
子
園
に
球
児
が
投
げ
る
入
魂
の
一
球
一
球
に
若
さ

睡1　　　　伸二さん、民子さんの次男　　　　蚤
譲囲　　　　　 ＿　　　　　　　　　　呂壌恐　ママからひと一と

諺寧　　‘健康で思いやりのある子でいてほしい”　津
蓼∫　　　　　　　　　　　　　　　　　囑
疇邑　パパからひとこと　　　　　　　　　　　　　囲
霧爾　、　　　　　　　　　一　　，
鳶暴　　‘体も心も大きく育ってほしい’　　　　垂

ザβ層銘冒o魯熟可邑魯黛“凸魯講込盈魯象π・呂魯
嚢

1鯵麟∵騨｛懸

　
　
　
　
　
麟

「
小
だ
い
こ
を
た
た
く
友
だ
ち
」

　
　
　
佐
藤
あ
ゆ
み
（
白
川
小
四
年
）

へ
鹸
♪
爲
・
謬
薩
＾
暑
龍
・

鈴
木
　
い
く

待
ち
か
ね
て
抱
き
付
く
孫
の
こ
の
仕
草
こ
の
子
の
父

の
昔
を
想
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
泰
孝

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
鮮
や
か
な
故
郷
は
さ
ま
変
り
し
て

　
　
い
ざ

人
を
誘
な
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

我
が
命
い
ま
だ
い
と
ほ
し
今
日
も
ま
た
病
院
行
き
の

バ
ス
に
乗
り
ゆ
く
　
　
、
　
　
　
　
　
佐
藤
千
代
子

「
評
」
一
首
目
、
長
い
梅
雨
も
明
け
爽
や
か
な
夏
の

訪
れ
に
朝
夕
の
水
仕
事
が
心
よ
い
、
情
感
の
あ
ふ
れ

る
作
品
。
二
首
目
、
病
に
ふ
す
夫
を
看
護
し
な
が
ら

か
ぎ
り
な
い
心
配
に
心
が
ゆ
れ
る
折
か
ら
、
激
し
い

雷
雨
が
窓
を
ゆ
る
が
す
心
情
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

圏
　
鈴
木
皇
選

水
引
の
米
粒
ほ
ど
の
花
な
り
し
　
　
　
鈴
木
　
民
子

日
の
匂
ひ
残
し
て
カ
ン
ナ
昏
れ
ん
と
す
佐
藤
　
周
子

里
神
楽
終
へ
て
祓
ひ
の
お
神
酒
か
な
　
　
三
浦
　
愛
嶺

過
疎
村
の
家
並
の
見
ゆ
る
茸
山
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
〆
繕

痢
〆

塵
酵
麟
壌
裳
義
・
画
・

か
な
か
な
や
ダ
ム
一
望
の
休
憩
所

人
の
手
に
い
や
に
逆
ら
ふ
毛
虫
か
な

震
災
忌
父
母
み
ち
の
く
に
住
み
つ
き
ぬ

冷
夏
に
て
蝉
の
声
さ
へ
き
か
れ
ず
に

茸
山
な
れ
ば
た
の
し
さ
う
た
が
は
ず

国
道
の
ポ
プ
ラ
並
木
や
稲
雀

「
評
」
一
句
目
、

の
発
見
で
あ
っ
た
。
二
句
目
、

ぱ
い
に
う
け
た
カ
ン
ナ
の
花
は
、

て
日
暮
と
な
る
。
三
句
目
、

し
、〇

十
一
月
例
会
は
、

で
行
い
ま
す
。

る仁‘0ケツサワ

可

　
　
　
　
米
粒
ほ
ど
小
さ
い
花
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
暑
い
日
差
し
を
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
き
匂
い
を
残
し

　
　
　
　
　
　
　
里
の
祭
に
神
楽
を
す
ま

お
神
酒
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
人
々
。

　
　
　
　
　
二
十
四
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館

磨
諺
き
診
虜
溢
馬
・
藪
ρ
謬
　
番
喰
話
底

　
　
　
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
　
　
若
桑
げ
ん
じ

　
　
　
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

　
　
　
　
　
　
赤
間
た
か
子

　
　
　
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
作
者

鈴
木
誤
差
選

自
分
史
の
書
け
な
い
ぺ
ー
ジ
絵
で
埋
め
る
大
沼
　
妙
子

共
稼
ぎ
今
日
も
悲
し
い
鍵
を
か
け
　
　
斎
藤
夢
太
郎

一
人
っ
子
ど
う
し
縁
談
は
か
ど
ら
ず
　
佐
藤
　
武
雄

茎5

贈・

鰍
墜
…
能

　
　
　
立
翼
・
麟
・
蓼
鷺
’
禽
・

　多　顎葺
　畠　轡｝黛、
「鵬…7・．喝1

1婆．婦
　　「2階から見た風景」

　大庭　淳子（白一小6年）

毒
，
睾
、
錘
瞬
錘
毒
’
睡
曲
吊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
智
購
’

　
割
勘
は
貸
し
借
り
の
な
い
酔
心
地

　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
眼
を
や
す
め
る
に
い
い
合
間
近
内

妻
逝
き
て
大
正
の
灯
が
一
つ
消
え

覗
か
れ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
露
天
風
呂

長
雨
に
損
失
補
て
ん
な
ど
あ
ら
ず

一
日
が
と
て
も
短
か
い
里
が
え
り

同
級
会
成
功
順
に
席
に
着
き

「
評
」
一
句
目
、

章
に
で
き
な
い
場
面
も
あ
り
、

が
手
助
け
し
て
く
れ
ま
す
。
二
句
目
、

い
共
稼
ぎ
で
す
が
、

う
に
、
親
も
子
も
、

　
　
　
　
　
　
げ
騎
：
跨
虜
・
奪
ワ
・
樗
・
・
鯵
・
・
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
　
清
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ョ
　
舗

　
　
　
　
　
　
　
宍
戸
　
　
広
　
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ま
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
喜
柳

　
　
　
　
　
　
　
米
沢
　
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
近
江
孫
太
郎

自
分
史
ブ
ー
ム
で
す
。
で
も
、
文

　
　
　
　
マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
悲
し

　
必
ず
幸
福
な
家
庭
が
出
来
る
よ

　
共
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　毎月

十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

ザ
奨
謬
募
蓼
睡
睡
襲
蔭
蓼
喫
錘
毒
雲
嘩
顕
き
糞
嚢
嚢
唾
き
睡
唾
蔭
き
塗
錘
夢
奨
妻
妻
勇
噴
蓉
瞬
奏
唾
翼
勇
睡
蟻
妻
唾
妻
妻
導
騒
夢
睡
唾
き
疇
き
吾
診
鯵
唾
唾
唾
勇
蓼
壽
弩
霧
雲
豊
妻
疇
鱒
睡
睡
露
瞬
蔭
嚢
麟
睡
睡
彰
鹸 蔚姫㈱蔚駕徽瀞婦備磁・欝篇紛硝陽劔佃磁姫駕畳駕凸欝
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ノこ

レ
ン
一

断
融

　
　
　
　
　
（
＾
（
℃

　
　
　
亀
　
・
　
／
ひ

！中令発
毎日が火の元警

串

撃

　
、
乞

　
へ
噺
－

、
＝

　始まります！
　平成3年秋の火災予防運動
　　　　　　　　　　11月9日～11月15日
　火災の発生しやすい季節を迎えるにあたり、

火災予防思想の一層の普及をはかり、火災を防

ぐとともに、死傷事故や財産の損失を防止する

ために「秋の火災予防運動」を実施します。

　　白石市内における火災発生状況

　　　　　　　平成3年1月～9月

グ
日
常
の
防
火
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
に

①
た
ば
こ

　
●
底
が
深
く
、
大
き
め
の
安
定
し
た

　
　
灰
皿
を
使
用
す
る
。

　
●
灰
皿
に
水
を
入
れ
、
吸
殻
の
火
は

　
　
確
実
に
消
す
。

②
ス
ト
ー
ブ
・
電
気
製
品

　
●
使
う
前
に
必
ず
点
検
す
る
。

　
●
使
わ
な
い
と
き
は
ガ
ス
の
元
栓
を

　
　
閉
め
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

●
音
や
臭
い
な
ど
異
常
を
感
じ
た
ら

　
使
用
を
や
め
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売

　
店
に
連
絡
す
る
。

●
な
べ
を
火
に
か
け
た
ら
、
絶
対
に

　
そ
ば
を
離
れ
な
い
。
　
「
弱
火
だ
か

　
ら
」
と
い
う
甘
い
考
え
が
火
災
を

　
招
く
。

3
　
押
入
・
納
戸
で
は

●
布
団
を
た
た
む
と
き
に
灰
皿
の
た

ば
こ
を
巻
き
込
ま
な
い
よ
う
注
意

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
l
倫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
－

　
鴨
■
噛
■
－
盈
層
篇
璽
窟
■
重
■
属
■
E
量
団
篇
■
価
■

ラ件　ω数件 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
火
粉
び
コ
ブ
灰
突
場
線
花
他
明

　
き
の
遊
バ
　
り
　
呂
　
　
の

　
　
　
　
ト

　
焚
火
火
タ
ス
取
煙
風
配
火
そ
不

因原火出 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

救急出動・搬送件数
　　　　　平成3年1月～9月

　
1
　
5
2
4
9
2
5
0
8
2

　
　
　
1
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
4
8

　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
“

員人送搬 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
1
1
6
2
3
9
2
7
4
8
6

　
　
　
9
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
2

数件動出 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
災
難
通
害
技
傷
害
為
病
送
他

　
　
　
　
災
競
負
　
行
　
搬
の

　
　
　
　
働
動
般
　
損
　
院

　
火
水
交
労
運
一
加
自
急
転
そ

別種故事 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
消
防
全
般
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、

消
防
と
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち

な
ん
で
十
一
月
九
日
が
「
一
一
九
番
の

日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

㎜

二
九
番
の
日
」
記
念
行
事

日
　
時
　
十
一
月
十
日
へ
日
）

　
　
　
　
十
時
か
ら
午
後
二
時

場
　
所
　
仙
南
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
大
河
原
町
字
新
青
川
一
ー
一

行
事
内
容

　
　
通
信
指
令
室
の
公
開
、
救
助
訓
練

　
の
披
露
、
消
防
車
両
の
展
示
、
消
防

　
機
材
の
展
示
、
ポ
ス
タ
ー
・
災
害
写

　
真
の
展
示
、
救
急
応
急
手
当
の
指
導

　
な
ど

「
二
九
番
の
日
」
防
火

　
　
　
　
　
　
啓
蒙
広
報
パ
レ
ー
ド

日
　
時
　
十
一
月
十
日
（
日
）

　
　
　
十
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
時
三
十
分

内
　
容

　
　
消
防
音
楽
隊
、
自
石
市
消
防
団
、

　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
パ
レ
…

　
ド
や
は
し
ご
車
の
体
験
搭
乗
な
ど

パ
レ
ー
ド
経
路

　
　
臼
石
中
央
公
園
－
臼
石
駅
－
中
町

　
－
自
一
小

雇用保険

、墜耀麹

ハローワーク白石から

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失
業
中

の
人
が
生
活
の
心
配
を
し
な
い
で
、
次

の
職
場
探
し
に
専
念
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

主
旨
に
反
し
不
正
受
給
を
す
る
ケ
ー
ス

が
跡
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
雇
用
保
険
が
正

し
く
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
不
正
受
給
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
1
1
月
は
「
雇
用
保
険
〃
さ
わ
や
か
受

給
”
推
進
月
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会

に
、
現
在
雇
用
保
険
を
受
け
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
労
働
者
や
事
業
主
の
皆

さ
ん
も
雇
用
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
労
働
保
険
の

　
　
　
　
加
入
に
つ
い
て

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）

に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
者
の
生
活
安
定
の
た
め
未
加
入

の
事
業
所
は
、
一
日
も
早
く
加
入
し
ま

し
よ
ン
つ
。

．
O

へ＝

も．
o
ノ

　
新
し
い
公
的
な
年
金

　
　
国
民
年
金
基
金
制
度

　
国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
基
礎
年
金

の
上
乗
せ
給
付
を
行
う
た
め
、
今
年
の

五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
自
営
業
を
営
む
方
な
ど
（
第

一
号
被
保
険
者
）
が
、
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
基
金
の
給
付
は
、
ご
自
分
の
将
来
設

計
に
合
わ
せ
て
、
年
金
額
や
給
付
の
型

（
六
種
類
）
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
は
、
国
か
ら
の
助
成
の

ほ
か
、
掛
金
や
年
金
給
付
に
つ
い
て
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。
老
後

の
所
得
保
障
を
考
え
る
と
、
大
変
有
意

義
な
も
の
で
す
。

今
月
は
国
民
年
金
制
度

　
　
　
　
　
推
進
月
間
で
す

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
も
延
び
、
人
生

八
十
年
時
代
と
な
り
、
老
後
の
生
活
の

問
題
も
社
会
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代
が
沿

年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、
自
分
た
ち
が

歳
を
と
っ
た
と
き
に
、
次
の
世
代
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
支
え
て
も
ら
う
「
世
代

と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
し
く
み
で

す
。
ま
た
、
遺
族
や
障
害
者
の
生
活
の

支
え
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
若
い
と
き
か
ら
、
キ
チ
ン
と
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
今
の

時
代
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か

に
す
る
も
の
で
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
を

　
　
受
給
し
て
い
る
方
が

　
他
の
年
金
を
受
け

　
　
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
な
っ
た
と
き
は
？

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

が
、
他
の
公
的
年
金
を
受
給
す
る
と
き

は
、
老
齢
福
祉
年
金
が
一
部
、
あ
る
い

は
全
額
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　
他
の
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
年
金
証
書

（
写
）
、
今
ま
で
他
の
公
的
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
年
金
額
が
改
定

さ
れ
た
と
き
は
、
年
金
額
改
定
通
知
書

（
写
）
を
国
民
年
金
証
書
に
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
、
後
で
老
齢
福

祉
年
金
の
過
払
い
分
の
調
整
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
分
を
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施
に

　
平
成
四
年
四
月
小
学
校
就
学
予
定
児
童
に
対
す
る
就
学

　
時
の
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
児
童
の
保
護
者
に
通
知
書
を
送

付
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
届
か
な
い

場
合
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
盈
二
五
－

二
一
一
一
（
内
線
）
四
〇
七
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
約
一
〇
名
の
班
を
編
成
し
、

各
検
診
室
を
移
動
し
ま
す
の
で
、
受
付

時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
ρ
．

　
　
骨

て
す

つ
害

知
い

つ

○
該
当
児
童

　
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
出
生
者
。

い
て

健康診断日程
　　受付時闇

12：30～13：00

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

学校名
白石第一小

大鷹沢小
白石第二小

深谷小
福岡小
小原小
白川小
越河小
斎川小
大平小

　月　日

11月12日㈹
11月13日（水1

11月14日（木）

11月15日1葡

11月19日（火）

11月20日（水）

11月21日（木）

11月22日働
11月26日（火）

11月27日〔豹

布
団
圧
縮
袋
の
商
品
テ
ス
ト

　
…
ペ
シ
ャ
ン
コ
の
ま
ま
は
約
6
割
…

　
「
押
し
入
れ
の
中
が
す
っ
き
り
収
納

で
き
る
」
と
の
う
た
い
文
句
で
登
場
し

た
布
団
圧
縮
袋
は
、
畳
ん
だ
布
団
を
圧

縮
袋
に
入
れ
、
掃
除
機
で
中
の
空
気
を

吸
い
出
し
、
厚
さ
を
三
分
の
一
に
圧
縮

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
商

品
の
テ
ス
ト
結
果
を
次
の
よ
う
に
発
表

し
ま
し
た
。

「
取
り
扱
い
説
明
書
通
り
に
圧
縮
し
て

三
か
月
間
保
管
し
た
と
こ
ろ
、
ペ
シ
ャ

ン
コ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
が
約
六
割
、
四

割
は
ほ
ぼ
一
か
月
以
内
に
元
に
戻
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
吸
引
口
の
タ
イ
プ
別
で
は
、
戻
り
や

す
か
っ
た
の
は
パ
イ
プ
式
で
圧
縮
率
も

二
分
の
一
で
、
バ
ル
ブ
式
よ
り
か
な
り

劣
っ
て
い
た
。

　
四
か
月
間
圧
縮
保
管
し
た
布
団
は
、
一

昼
夜
の
放
置
後
、
四
時
間
天
日
に
干
す

と
ほ
と
ん
ど
元
通
り
に
回
復
し
た
。

　
吸
引
に
使
用
し
た
掃
除
機
は
、
温
度

過
昇
防
止
な
ど
の
保
護
機
能
が
付
い
て

い
る
も
の
は
、
五
分
す
ぎ
る
と
機
能
が
働

い
て
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
機
能
の
付
い

て
い
な
い
古
い
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
停

止
し
な
い
で
吸
引
を
つ
づ
け
温
度
が
上

昇
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焦
げ
る
よ
う

な
に
お
い
が
し
た
り
、
排
気
口
が
変
形

し
た
り
し
た
。
」

　
日
本
電
機
工
業
会
で
は
、
苦
情
も
あ

る
の
で
、
布
団
圧
縮
保
存
袋
製
造
、
販

売
事
業
者
に
対
し
、
申
し
入
れ
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
布
団
圧
縮
袋
は
確
実
に
圧
縮
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
ま
だ
新
し
い
商

品
で
長
期
間
使
用
し
た
と
き
の
布
団
へ

の
影
響
も
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
点
を
十
分
に
考
え
て
か
ら
購
入
し

た
方
が
よ
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

13
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　平成4年1月1日から児童手当制

度が段階的に政正されます。受給で

きるのは、所得が一定額未満で、18

歳未満の児童を養育している方のう

ち、下表に該当する方です。

　児童手当
1人目の子どもから支給されます

童手当制度が次のように改1

改正後　　★申請方法等

第1子以降　、児童を養育してい

3歳未満　琢敵械脚
　　　　　　　　・鉱即鞭瞭
　　　　　　　　生豪れの罫董か知、

＝一＼3競荘受へ鮎してヤる

に改正されます。

法等について

℃ている方で

載3隼廷月2屓駄後
・で騨穫62隼運再■費以鋒

董か猷る一＿→該当しません
　　　　いいえ　　　　　　　　　現在受給されている方で

　　　　　　　　昭和61年12月31日まで生ま

　　　　　　　　れた児童のみがいる方

　　　　　　　　・手当は12月分まで
『
て
ヤ る＿→認定請求手続
　　　　いいえ　　　　　一
　　　　　　　　　申請期間　平成3年11月

　　　　　　　　　1日から原則として12月

　　　　　　　　　31日（ただし第2、第4

　　　　　　　　　土日馨日、12月29、30、31

　　　　　　　　　日を除く）

　　　　　　　　・持参するもの　印鑑、受

　　　　　　　　　給者（原則として父親）名

千成3年　　　　　　義の預金通帳

、嚢盤まれ＿→手続不要
　　　　いいえ㍉る　「．、　　　　　平成3年12月31日で5歳

　　　　　　　　の児童以外に5歳未満の児

　　　　　　　　童がいる方、またすべての

　　　　　　　　児童が5歳未満の方
　　　　　　　　・手当額が1月から改定

は
い

弊童の申4千成3年　　　　　　義の預金通帳

斗月琴舞以嚢盤まれ＿→手続不要
の工爽嶽勇㍉る　「．、いいえ　　平成3年12月31日で5歳

額溝箋手続．、

●申請期間　平成3年11月1日から12月31日

　　　　　　（ただし第2、第4土曜日、12

　　　　　月29、30、31日を除く）

●持参するもの　印鑑

※18歳未満のお子さんのうちで，上から1人目、2人目…

　と数えます。

※公務員の方は、職場での手続きとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　台25－2111
　　　　　　　　　　　　　市民課（内線）133．134

■平成4年1月1日から、児童手当制度力

昭和60年4月2日～昭和61年12月31日生まれの児童
　　　　　　　　　　亭

　　　平成3年12月分まで支給

昭和62年1月1日～昭和62年12月31日生まれの児童
　　　　　　　　　　号

　　　5歳の誕生日の属する月分まで支給

昭和63年1月1日～昭和63年12月31日生まれの児童

　　　　　　　　　　亭

　　　平成4年12月分まで支給

昭和64年1月1日～平成元年12月31日生まれの児童
　　　　　　　　　　↓

　　　4歳の誕生日の属する月分まで支給

平成2年1月1日～平成2年12月31日生まれの児童
　　　　　　　　　　も

　　　平成5年12月分まで支給

平成3年1月1日以後に生まれた児童

　　　　　　　　　　号

　　　3歳の誕生日の属する月分まで支給

占
　
一

　改正前

第2子以降
義務教育就学前

項事

2，500円（月額

5，000円（月額

象
間
額
子
子
降

　
　
　
　
　
　
以

対
期
金
1
2
子

　
　
　
　
　
　
　

給
給
給
第
第
第

支
支
支

　ただし、支給期間に関しては、
次のような経過措置があります。

平成3年1月2日以後に生まれた児童第1子

第
　
　
2

子
　
　
以
　
　
降

．
毒酵

匿
　
、

輯

　
市
で
は
、
十
月
か
ら
「
白
石
市
ま
ち

を
き
れ
い
に
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
報
償
金

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
再
生
資
源
の
集
団
回

収
を
通
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
行
っ

て
い
る
自
治
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
P
T
A
な
ど
の
団
体
に
報
償
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
報
償
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

0
再
生
資
源
を
集
団
回
収
す
る
実
施
団

　
体
（
自
治
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
ク

　
ラ
ブ
・
P
T
A
な
ど
）
を
市
に
登
録

　
し
ま
す
、

②
市
に
登
録
し
て
い
る
資
源
回
収
業
者

　
に
回
収
品
（
古
紙
、
繊
維
、
金
属
、

　
び
ん
類
、
そ
の
他
の
有
価
物
）
を
売

　
却
し
ま
す
。

③
左
記
の
集
団
回
収
期
聞
区
分
ご
と
に
、

　
所
定
の
申
請
書
を
市
長
に
提
出
し
ま

　
す
。

　
D
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
売
却
分

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
日
ま
で

　
ω
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
売
却
分

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
日
ま
で

　
掛
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
売
却
分

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
月
十
日
ま
で

　
㈲
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
売
却
分

　
　
　
　
　
　
三
月
三
十
一
日
ま
で

0
申
請
書
を
審
査
し
、
適
当
と
認
め
た

　
と
き
は
、
売
却
し
た
販
売
額
と
同
額

　
の
報
償
金
が
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

　
さ
れ
ま
す
、

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
保
健
衛

生
課
費
二
五
－
二
二
一
（
内
線
）
六

〇
三
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

、“

　
環
．
画
－
媛
鷲
慧
馨
　
　
溜

法
的
に
保
護
す
る
こ
と
で

・
・
ー
　
　
　
マ

　
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
営
業
用
の

マ
ー
ク
に
し
て
走
っ
て
い
る
宅
配
ト
ラ

ッ
ク
を
、
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
は
、

イ
ラ
ス
ト
か
ら
↓
目
で
運
送
会
社
名
が

分
か
る
よ
う
に
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
目

印
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宅
配
ト
ラ
ッ
ク
運
送

会
社
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
ほ

か
の
会
社
と
区
別
す
る
た
め
に
使
用
し

て
い
る
目
印
（
マ
ー
ク
）
を
、
サ
ー
ビ

ス
マ
ー
ク
と
い
い
ま
す
。

　
施
行
後
、
マ
ー
ク
の

　
　
不
正
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

　
日
本
は
い
ま
ま
で
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー

ク
を
登
録
し
て
、
法
的
に
保
護
す
る
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

荊

ク
の
混
同
を
一
掃

め
、
外
国
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、

自
社
の
サ
r
ビ
ス
マ
ー
ク
が
、
　
「
日
本

で
は
保
護
さ
れ
て
い
な
い
」
　
「
不
正
に

使
用
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
、
強
い
不

満
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
特
許
庁
で
は
、
平
成
四
年
四

月
一
日
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
登
録

制
度
を
導
入
し
、
商
標
と
同
様
に
適
切

な
保
護
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

（
海
外
で
は
、
す
で
に
八
十
八
か
国
が

登
録
制
度
を
導
入
）
。

　
こ
の
制
度
の
施
行
後
、
登
録
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
は
、
原
則
と
し
て
登

録
し
た
人
（
会
社
）
以
外
は
、
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
も
し
施
行
後
も
、

ほ
か
の
人
（
会
社
）
が
不
正
に
マ
ー
ク

を
使
用
し
て
い
れ
ば
、
訴
え
る
こ
と
が

ゆとり創造宣言都市　白石市

ゆとり

創造の集い
○と　き　平成3年11月11日（月）

　　　　　　午後12時30分開場
○ところ　碧水園（古典芸能伝承の館）

○第一部　基調講演

　　　　　　「わが野球人生考」

　　野球解説者

　　　東尾　　修氏
○第二部

　　　日　本舞踊
　出演　若佐会・宝梅会・菊扇会

o入場料

ただし入場券が必要です。数に限

　りがあ・りますので、お早めに市民

課窓口でお求めください。

で
き
ま
す
。

　
マ
ー
ク
の
出
願
は
郵
送
で
も
可
能

　
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
登
録
制
度
の
導
入

当
初
に
は
、
同
じ
よ
う
な
マ
ー
ク
の
出

願
が
多
数
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
経
過
措
置

を
設
け
て
い
ま
す
。

●
制
度
の
施
行
前
か
ら
、
独
自
に
マ
ー

ク
を
使
っ
て
い
る
人
（
会
社
）
に
は
、

未
登
録
で
引
き
続
い
て
使
用
で
き
る
、

「
継
続
的
使
用
権
」
を
認
め
る
。

●
制
度
施
行
後
、
六
か
月
は
同
一
マ
ー

ク
の
重
複
登
録
が
で
き
る
。

　
マ
ー
ク
の
出
願
の
審
査
や
登
録
は
、

特
許
庁
で
行
わ
れ
ま
す
。
出
願
に
際
し

て
は
、
特
許
庁
に
直
接
出
向
く
必
要
は

な
く
、
所
定
の
書
式
で
出
願
書
類
を
作

成
す
れ
ば
、
郵
送
に
よ
る
出
願
も
可
能

で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
登
録
制
度
が
施
行

さ
れ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
消
費

者
か
ら
の
信
用
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
消

費
者
は
マ
ー
ク
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
混
同
せ
ず
に
す
む
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
白
石
商
工
会
議
所

奮
二
六
ー
二
一
九
一
、
ま
た
は
市
商
工

観
光
課
魯
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
三

〇
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
価
調
査
結
果

　
平
成
三
年
七
月
一
日
現
在
の
地
価
調

査
結
果
が
宮
城
県
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
一
〇
基
準
地
の
標
準
価
格
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
地
価
は
国
土

利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
な
ど
の
取
引

価
格
審
査
の
基
礎
と
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
実
際
み
な
さ
ん
が
取
引
さ

れ
る
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
a
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
三

六
ニ
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土地は限りある資源。みんなで活かし豊かな未来

率
）

動
％

変
（

1㎡当り単価（円）

3．7．12．7，1
基準地の所在及び地番用途

4．482．50079．000沢端町109番1住宅地

2．931．80030．900福岡長袋字陣場が丘7番14〃

2．541．50040、500郡山字：観音崎10番2〃

2．97．2007．000越河字町屋敷33番〃

2、214．20013．900白川津田字小路屋敷70番1〃

2．730．50029．700大鷹沢三沢字坂端35番1外〃

2．3136、000133．000字中町4番商業地

5．340．00038．000福岡長袋字八斗蒔28番1外準工業地

5．014．70014．000郡山字東中堀20番外工業地

1、6
10アール
315，000

10アーノレ

310000福岡蔵本字番小屋46番2地林

15
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●
●1噛月9日（土〉評》11月10目（日〉

第14回白石市農業祭・登別市の観光と物産展

第
1
4
回

白
石
市
農
業
祭
・

　
登
別
市
の
観
光
と
物
産
展

　
第
十
四
回
白
石
市
農
業
祭
が
、
1
1
月

9
・
1
0
の
両
日
、
各
部
門
毎
に
趣
向
を

こ
ら
し
た
内
容
で
市
内
各
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
姉
妹
都

市
登
別
市
の
観
光
と
物
産
展
も
市
民
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
催
事
等
に
つ
い
て
は
、
農
林
課
ま
た

は
白
石
市
農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。登

別
市
の

　
　
　
観
光
と
物
産
展

　
北
海
道
な
ら
で
は
の
特
産
物
で
「
新

鮮
さ
・
安
さ
・
珍
し
さ
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
展
示
即
売
い
た
し
ま
す
。

○
期
日

　
十
一
月
九
日
（
土
）
九
時
～
十
六
時

　
十
一
月
十
日
（
日
）
九
時
～
十
四
時

○
会
場

　
白
石
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

北
海
道
物
産
展

　
木
彫
・
叩
装
飾
品
・
ニ
ポ
ポ
・
ペ
ン

　
ダ
ン
ト
そ
の
他
多
数
。

北
海
道
特
産
品

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
豆
類
・
そ
の
他
の
農

　
産
物

　
新
巻
サ
ケ
・
筋
子
・
タ
ラ
コ
・
ホ
タ

テ
く
ん
せ
い
・
紅
サ
ケ
く
ん
せ
い
・

珍
味
各
種

　
ワ
サ
ビ
漬
・
熊
ま
ん
じ
ゅ
う
・
北
海

　
も
な
か
・
バ
タ
ー
せ
ん
ぺ
い
・
雪
の

　
花
・
わ
か
さ
っ
こ
い
も
・
あ
げ
い
も

　
っ
こ
・
バ
タ
ー
あ
め
・
コ
ン
ブ
・
と

　
う
も
ろ
こ
し
他

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
北
海
道
の
味
覚
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
仙
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
の

実
現
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ

た
農
村
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
ア
グ
ネ
ス
実
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
展
示
会
で
は
、
端

末
機
を
展
示
し
、
皆
さ
ん
に
直
接
操
作

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

進
む
情
報
化
社
会
に
お
け
る
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
す
。

○
期
日

　
十
一
月
九
日
（
土
）
九
時
～
十
六
時

　
十
一
月
十
日
（
日
）
九
時
～
十
四
時

o
場
所

　
白
石
市
民
会
館

◎
白
石
陽
光
園
生

　
鉢
植
・
そ
の
他

◎
重
度
心
身
障
害
者
の
働
く

　
「
は
ら
か
ら
共
同
作
業
所
」
製
の
陶

　
器
類

容内所場

一般公開及び即売自石第一小学校体育館

審査及び一般公開

生活用品総合展示・植木・
園芸資材市・農業機械展示
お・たのしみ抽選会

仙台市中央食肉卸売市場

白石家畜市場
臼石市農協会館
農協農機具センター

時　　間

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9＝00～14：00

9＝00～16：00

公開般一自石市民会館
森林の効用・図表や写真展

製材品展示・工作コーナー他
一
〉

タ
崎

ンセ
合
岩

総
業
袋

林市
石
長

白
（

一般公開及び即売臼石市民会館

般公開白石第一小学校体育館

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9＝00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14＝00

　日

9日
10日

10月16日

10月25日

9日

10日
9日

10日
9日

10日
9日

10日
9日

10日

　行　事　名
　　　農林産物共進会
第1部　　　及び即売会
　　　家畜共進会第2部繁殖牛，枝肉共進会

農業と農協展ロ立口　第

生活改善展ピ立口　第

　　　林　　業　　と
第5部　　　森林組合展
　　　白石市物産展
第6部　　　登別市物産展
　　　書写・絵画及び
第7部　　．

　　　技術家庭科展
家庭バレーボール

ソフトボール

・有線大賞のど自慢大会
・歌謡ショー　クラウンレコード
　　　　　　　伊藤　めぐみ
ゲートボール

白石市中央公民館
白石市立東中グラウンド

9：00～16：00

白石市民会館大ホール10：00～14：30

米の特別販売・新米試食

白石川緑地公園コート

自石市民会館
臼石第一小学校校庭

パソコン通信実演自石市民会館

9：00～16：00

9：00～16：00

9＝00～i4：00

9：00～16：00

9＝00～14：00

10　日レクリエーション第8部

9日

10日
9日

10日

白石市米まっり

グリーントピア展

焼肉・おにぎり食味会

先着1，000名

ノぐネル展示

（生活の中のアルコール・米物語）

自石第一小学校校庭10：00～13：0010　日
自石牛・白石産
ササニシキ食味会

自石市民会館
9：00～16：00

9：00～14＝00

9日

10日消費生活展

併

催

串

畔
」
ド
弔

も

響
事
故

正
運
動
実
施
中
’

～
習
月
1
9
日
ま
で
～

『
、

二
、

三
、

◎
運
動
の
重
点

無
謀
運
転
の
追
放

早
め
点
灯
の
励
行

農
作
業
車
の
事
故
防
止

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
収
穫
の
秋
、
行
楽

の
秋
…
…
と
こ
の
季
節
は
何
か
と
車
を

利
用
し
て
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

行
楽
気
分
も
手
伝
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
、
酒
飲
み
運
転
な
ど
が
増
え

て
き
ま
す
。

　
旅
行
等
の
計
画
を
す
る
際
は
、
ゆ
と

り
あ
る
行
動
に
な
る
よ
う
心
が
け
、
運

転
者
を
含
め
た
同
乗
者
す
べ
て
が
、
事

故
に
つ
な
が
る
諸
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
収
穫
時
の
農
作
業
車
の
操
作

ミ
ス
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、

日
没
が
早
い
こ
の
時
期
は
、
早
め
点
灯

を
心
が
け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
品
整
備

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
に
資
す

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は

今
回
そ
の
助
成
を
受
け
て
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
と

暗
幕
力
ー
テ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
備
品
は
、
域
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
設
置
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

際
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

BOOKS・1いん」3一お占～一しょん．＿暁■
■

案内（抄）

勝機は心眼にあり一

書図着新（子ども読書室）★今月の書棚

　
著
著
著
著
著

道
治
　
敏
煕
平
子

球
哲
　
　
雅
寧
和
道

野の
上
　
　
類
　
　
松
本

如
川
典
大
李
立
山

『
　
　
事

禅
　
　
ろ

球
　
　
し

一
　
　
も文章表現・表記お

日本語の真相　　　　　　李　　寧煕　著

百雷　　　　　　　　　立松　和平　著

愛の遠景　　　　山本道子著
闇の中から来た女

　　　　　　　ダシール・ハメット著

予知する女　　　 岬　兄悟著
卑弥呼一邪馬台国英雄伝一

　　　　　　　　　　　奥野正男著
夕顔の宿　　　　　　　　滝沢美恵子　著

よろずお直し業　　　　草上　　仁　著

六十一年目の謀殺　　日下圭介著
江戸城炎上　　　　　　　新宮　正春　著

大いなる夢よ、光よ　　　津島　佑子　著

夢は片手に重いけど一障害者の“希望の星

木下由紀子の命の日々一

　　　　　　　　　　　旭丘光志著

マ
戦
著
著
著

［
挑

ロ
の
平
　
　
宏
　
　
雄

【
へ
昭
　
　
　
　
　
哲

む
来
　
　
　
一
　
　
一

読
未
田
へ
田
た
折

を
欧
栗
本
高
な
山

会
米
　
　
ら
　
　
か

社
日
　
　
か
　
　
の

タ
る
　
　
本
　
　
死

一
ぐ
　
　
　
一
　
　
と

2000年のコンピュ

　長安文明からさ

面白い本ならあるく全10巻＞国土社

臨死の思想一老い

子どもの本
みんなみんなぼくのともだち

　　　　　　　　　　　福井達雨編
ゆみ子とつばめの沿はか

　　　　　　　　　　今西祐行　さく

父とこどもの世界百科地図

屋根裏部屋の秘密　　松谷みよ子著
食品汚染とわたしたちの食生活

　　　　　　　ティム・ロブスタイン著

みちのく古代蝦夷の世界

　　　　　　　大塚初重〔ほか〕著
義経伝説の謎一成吉思汗は源義経か一

　　　　　　　佐々木勝三〔ほか〕　著

パッケージツアーで行く人のための海外旅

行BOOK一プラン・出発から帰国までこ
の一冊でO　K．！　　　　　安藤　　竜　著

闇調査一あなたの「秘密」は握られている

一　　　　　　　　千寿　恵著
鬼灯火の実は赤いよ一遊女が語る廓むかし

一　　　　　　　　竹内智恵子著
人は死ぬ時何を見るのか一臨死体験1000入

の証言一　　　　　カーリス・オシス

　　エルレンドゥール・ハラルドソン著

睡眠と夢一その臨床心理からの解明一

　　　　　　　　　　　石原　務著
ボケにならないために一生涯現役の生活法

一　　　　　　　　大友英一著
U　F　O原理と宇宙文明一21世紀科学への展

望一　　　　　　　太田　竜菅
日本と世界の宇宙ロケットと衛星カタログ

ー21世紀、人類は宇宙人になる。一

まんがでわかる電気の基礎知識

すてきな家庭料理一気軽に料理をはじめよ

り一

自然にとけこむ一庭園・路地庭・坪庭・路地一

　
　
　
　
　
長
津
、
ヒ
x
繁
監

㌦
・
』

巻譲
・古今の名句・名歌のほかに、「子ど

　もの作品」も紹介し、「つくり方」

の巻もていねいに書かれています

から、学年を問わず創作意欲がわ

いてきます。

・全部の作品にカットや写真がつけ

　られていますので、鑑賞に役立ち

ます。

図書館利用案内

　
日
　
日

間
曜

時
土
曜

館
～

開
月
日

O

　月～土曜日　9時～4時55分

　日曜日10時～4時
○・休館目　11月3日㈱・11月23日㈱

　11月30日（土〉月末整理日

17



，　 ■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
i

」　　　　ゼ

庭い　一竜；

鮭

”

　　　　　　｝　　　　　さ噂煩
縢，暴
⇔蔵王清掃登山

　わんぱく少年教室、白石市ジュニ

アリーダー「キャロル」、新県民生活

運動協議会、蔵王自然保護協会の約

60名が、蔵王山項一帯を清掃しまし

た。

澄みきった秋晴れのもと、・空缶・

空びん・ゴミなどを拾い集め、本格

的な紅葉シーズンを前にしての1日

を過ごしました。

⇔第22回白石市民文化祭
《芸能の部》

O日時11月3日（日）12時～16時
　　へきすいえん
○会場　碧水園（古典芸能伝承の館）

O内容　謡曲、詩吟、箏曲、舞踊、

　　大正琴
　※茶道（3日　10時～15時）

　＊＊＊＊　＊＊＊＊　＊＊＊＊

○期間　11月3日（日）～4日（月）

○会場　白石市中央公民館大ホール

o内容
　11月3日（日）16時～19時

　　吹奏楽、コーラス、モダンバ

　　レエ、長唄、民謡、カラオケ

　11月4日（月）10時～16時

　　民謡、詩吟、舞踊、モダンバ

　　レエ

《展示の部》

○期間　11月1日（金）～3日（日）

　　　9時～17時

　　　　（3日は15日寺まで）

○会場　白石市中央公民館

主　催　白石市文化協会

後援自石市中央公民館
※芸能の部は、入場券をお求めく

　ださい。

◇ふるさと交流文化祭

○日時11月17日（日）10：00～14：30

0会場　白石市中央公民館

○内容　書道、絵画等の展示発表や

意見発表・郷土芸能等の舞台発表

o主催　宮城県教委・白石市教委・

　　（財）東北放送文化事業団

婦人の家から 働く婦人の家　智25－5095

19

◇働く婦人の家まつり
○日時11月16日ω～17日（日）

　　9：30～15：00

　　※16日は展示の部のみ

○場所　働く婦人の家

○内容

・発表の部（17日　10：00～14：30）

卓球・フォークダンス、社交ダン

　ス、古典文学、コーラス、着付、

　大正琴、英会話、歌謡、民謡おどり

　《特別演奏　箏曲》

　　時間12：00～12：15

　　奏者　高橋朋美さんほか

・作品展示の部（16・17日9＝30～

　　　　　　　　15：00）
　手編み、洋裁、パッチワーク、

◎特別講座　手作り年賀状教室

○日時12月1日（日）10：00～14：00

0場所　働く婦人の家

○講師　小岩　庄一先生

○持参するもの

彫刻刀、絵具、筆、水入れ、やわ

らかい鉛筆・クレヨン、昼食

○募集人員　15名

○対象　小学生以上

休館日　3・4・10・23・24日

華道、木目込人形、書道、籐工芸、

水彩画、染物、油絵、写真、ペン

習字、皮工芸、園芸百科、史跡め

ぐり、蔵王を観る会ほか

・お茶席の部（17日　9：30～14：00）

お煎茶券250円（前売します）

・食堂の部（17日　10：30～14：00）

天ぷらそば・うどん、山菜そば・

うどん、おしるこ、おでん

※婦人の家で前売食券をお求めく

　ださい。

・バザーの部（17日　9：30～11：30）

・お抹茶コーナー（17日12：30～14：00）

　　その他おたのしみに……！ノ

市民茶会薄茶一2席

市民茶会を下記により開きますの

で、どなたもお誘い合わせてお』気軽

にご参加ください．

0と　き　11月10日（日）10＝00～15；00

0ところ　碧水園（古典芸能伝承の

　　　館）
O参加料　茶券1，000円。碧水園で

　　　お求めください。

○主　催　碧水園、茶道団体

蹴習　　 病気を克服

　　　　赤井畑正文さん（66歳東町）

　私は糖尿病による白内障のため、

57年10月から11月にかけて両眼の手

術をいたしました。

　退院するときに、先生方から糖尿

病教室を紹介いただき、10月から2

月まで参加いたしました。

　おかげ様で、それまでより食事療

法や自己コントロールに気を配るよ

うになりましたが、ちょっと気を抜

くと体調を崩してしまいます。

そこで、ちょうど昭和61年に健康友

の会ができたのを契機に、引続き健

康維持についての学習会に参加して

います。

　入会しての楽しみは種々ございま

すが、気落ちしてしまいそうなとき

に励ましあえることや、保健婦さん

や栄養士さんにヘルスチェックをし

ていただけることが一番の心の支え

となっています。

　これからも、同じような悩みを持

った方々との輪を広げていきたいと

思います。

路一

．／rへ！　　’≧＼、

魚の脂肪

　　について
一コレステロールを下げ

　　　動脈硬化を予防一

　イワシ、サバ、サンマ、

カツオなどいわゆる背の青

い魚の脂肪は、特に多価不

飽和脂肪酸を多く含み、植

物の油と同じような性質を

もっています。

　この脂肪は、コレステロ

ールの上昇や血液のかたま

りができるのを防ぐなどの

効果があるので、成人病予

防のために肉と魚をバラン

スよくとることが大切です。

最近の子どもは、魚より

肉が好きという子が多いよ

うですが、子どものときか

ら魚が食べられるような習

慣を身にっけさせましょう。

　
　
　
　
　
さ
ん
ま
コ
ロ
ッ
ケ

〔
材
料
〕
五
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
で
、
温
か
い
う
ち
つ
ぶ
す
。

さ
ん
ま
大
2
尾
、
じ
ゃ
が
い
も
㎜
9
、
　
　
③
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
に
ん

玉
ね
ぎ
中
壱
個
、
に
ん
じ
ん
4
0
9
、
ひ
　
　
じ
ん
も
ゆ
で
て
か
ら
み
じ
ん
切
り
に

き
肉
5
0
9
、
し
ょ
う
が
少
々
、
こ
し
ょ
　
　
す
る
。

う
．
塩
各
少
々
、
油
適
量
、
小
麦
粉
・
パ
　
④
鍋
に
油
を
入
れ
熱
し
、
①
・
塩
。
し

ン
粉
各
カ
ッ
プ
ー
、
卵
1
個
、
酒
少
々
　
　
　
よ
う
が
を
加
え
て
色
が
変
る
ま
で
妙

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
。

①
さ
ん
ま
は
頭
、
は
ら
わ
た
、
骨
を
取
　
　
0
鍋
に
油
を
入
れ
熱
し
、
0
・
ひ
き
肉

　
り
、
す
り
ば
ち
で
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
塩
・
こ
し
ょ
う
・
酒
を
加
え
て
妙
め

②
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
柔
ら
か
く
　
　
　
る
。

⑥
容
器
に
②
・
④
・
0
を
入
れ
、
よ
く

　
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑦
⑥
を
五
等
分
に
ま
と
め
、
小
麦
粉
・

　
パ
ン
粉
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
、
形
を
整

　
え
て
強
火
で
揚
げ
る
。
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●
魚
の
苦
手
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で
も
、
す
り
身
に

　
し
た
熱
々
の
コ
ロ
ッ
ケ
な
ら
お
い

　
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
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武田　よしのさん（福岡）

消費生活モニター調査結果

品　　目

1．食　パ　ン

2，小　麦　粉
3，即席中華めん

4．砂　　糖

5，しょうゆ

6，サ　　ダ油

7，マーガリン

8，牛　　　乳

9．バ　タ
10．ティノシュヘーハー

11．トfレ’トヘーノー

12．　　ッ　プ

13，アルミホイル

14，洗濯用合成洗剤

15，理　髪　料

規 格

並食1袋6～8枚切

薄力粉lkg

袋入り1陶

上白糖1kg

上級濃口1召ポリ容器入り

ポリ容器入り700g

カルトン入リソフト225g

紙容器入り1，000㏄

カルトン入り2259

400枚（200組）紙箱入り

114皿皿×60m、シングルロ
ール4ケ組
幅30cm、長さ20m

幅25cm、長さ8m

綿化繊用無リン級箱入り
濃縮ノ1、型1，5レ窮ノ、り

小学生調髪

↓
　
格

ヨ
　
　
価

防
皿
鷹
概

註
鞭
雌
撮
磯

コ
外
1
8
1
8
1
1

料
ス
　
油
　
ン
油

、
〆
・
ラ
　
　

カ

、
イ
　
　
　
　
　
一

マ
一
　
　
ラ

一
レ
　
　
　
ユ

パ
カ
灯
隣
軽

今月（円）

最高緬格　　最低価格
200

　　131
240
　　189

84

　　80
259

　　245
320

　　292
428

　　368
257

　　180
280
　　208

’
3
9
0　　348
148

　　81
298

　　283
245
　　163
173
　　160

850
　　615
1，800　　1，500
7，500　　5，200
500
　　360
964
　　828
1，075，32　　828

130．81

　　123
79，3ユ

　　54．70

平均価格（円）

今　月　　前　月
161
　　160

207
　　205

82

　　82
251

　　250
304

　　302
398

　　395
208

　　196
230

　　223
367

　　365
131
　　145

289
　　286

223
　　213
140
　　126

730
　　718
1，640　　1，640
6，240　　6，240

465
　　465

898．09　　895、29
974．06　　952，66
126．36　　125，00
71．20　　70，00

※空白部分は調査品目の変更によるものです。

調査年月日・平成3年10月1日

　　　比較％
前年同月　　前　月　　　　前年同月
150

　　100，6　　　　107，3
214

　　101，0　　　　　96．7
　78　　100，0　　　　105．1

242
　　100．4　　　　103、7

369
　　100．7　　　　　82、4

407
　　100．8　　　　　97，8

195
　　106，1　　　　106，7

236
　　103，1　　　　　97，5

376
　　100，5　　　　　97，6

126
　　　90，3　　　　104，0
　　101，0

221
　　104，7　　　　100．9
　　111，1

736
　　101，7　　　　　99，2
1，683　　100，0　　　　　97，4
5，450　　100，0　　　　114，5

496
　　100，0　　　　　93，8
1，020　　100，3　　　　　88，0
1，147　　102，2　　　　　84，9

135
　　101，1　　　　　93，6
　　101、7　84　　　　　84，8

（上昇品目）

小麦粉・マーガリン・牛乳・トイレッ

トペーパー・・ラップ・アルミホイル

洗濯用合成洗剤・灯油（配達）・ガソ

リン・軽油
（下降品目）

ティッシュペーパー
（横ばい品目）

食パン・即席中華めん・砂糖・しょう

ゆ・サラダ油

（上昇品目）

食パン・即席中華めん・砂糖・マーガ

リン・ティッシュペーパー・パーマネ
ント料

（下降品目）

小麦粉・しょうゆ・サラダ油・牛乳・

バター・洗濯用合成洗剤・理髪料・カ

レーライス・灯油・ガソリン・軽油
（横ばい品目）

ラツプ
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公立刈田綜合病院職員を
　　　　　　　　　募集します

○職種および採用予定人員

　薬剤師　　1名

　業務員　　1名

○受験資格

　《薬剤師》昭和42年4月2日から

　昭和45年4月1日までに生まれた

　者で、大学卒業者、または卒業見

　込みの者で、薬剤師の資格を有す

　る者、または資格取得見込みの者。

　《業務員》高校卒業の者で、満21

　歳以上35歳未満の普通自動車第一

　種免許証取得者。

○試験場　公立刈田綜合病院会議室

　　　　　　　　　（新食官1β皆）

○試験日時・種目

　〔第一次試験〕

　・試験日　平成3年12月15日（日）

　・時間10時～17時
　・試験種目　教養試験、適性検査、

　　　　　作文試験、身上調査
　〔第二次試験〕

　・試験日　平成4年1月

　・試験種目　人物試験、身体検査

○受験手続　受験申込用紙は、公立

刈田綜合病院庶務課人事係に用意

　された用紙を使用し、所要事項を

　記入して人事係に提出すること。

○申込受付期間・時間

　11月7日（木）～11月16日（土）

　平日8時30分～17時
　土曜日　8時30分～12時

※郵送の場合は、11月16日まで必着

　のこと。

○その他　受験申込用紙の請求等を

　郵便で行う場合は、あて先明記の

　返信用封筒（大学ノートの入る大

　きさで120円切手貼付）を同封の

　こと。

　受験手続等についての問い合わせ

は、公立刈田綜合病院庶務課人事係

盈25－2145（内線）323へ。

市営住宅入居者
　　募集について

臨時調理員を
　　　募集します

母子家庭寡婦自立
　　　　　促進講習会受講者募集

○実習科目・定員・内容

　・家庭介護人養成　30名

　　介護の方法、福祉制度等の科

　目について講義と実習を行いま

　す。老人等介護、病院等介護に

　役立ちます。

　・ワープロ　20名

　　入門から応用まで分かりやす

　く勉強します。ワープロ技能検

　定4級にも挑戦します。

　・期間・時間

　12月8日～平成4年3月15日
　午前9時～午後4時
　　（毎週日曜日のみ）

　※ただし、12月29日、1月1日、

　　5日、2月9日は休講日です。
o受講資格　県内の母子家庭の母及

　　　　び寡婦
○受講料　無料（教材費は自己負担）

○申込方法　11月7日（胸から受付し

　ますので、電話で申し込み、返信

用封筒（62円切手貼付）を母子福

祉センターヘ送付してください。

※定員になり次第締め切ります。

○場所・申込先　仙台市宮城野区安

養寺3－7－3　宮城県母子福祉

センター費022－256－6512、

2監022－295－0013
0その他　講義中、お子さんをお世

話する保育担当者がいます。

※ただし、3歳から小学生まで。

白石市立幼稚園
園児募集について

　学校給食センターでは、臨時の調

理員を若干名募集しています。

　応募資格、待遇などの詳しいこと

については、学校給食センター費25

－0685へ・な沿採用決定しだい締め

切らせていただきます。

緑が丘県営住宅
入居者募集について

「みやぎ再発見の旅」

参加者募集について

“支倉常長出帆の地と

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

家
数

空
戸

石巻の文化を訪ねで

団地名

新館

寿山

岩崎

型式

3　K

3　K

3DK

家賃（敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

29，000円

7戸

ユ2戸

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

o戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

県　　営

寿山住宅

型　式

3　K

家　　賃
（敷金は

3月分）

14，500円

　～
16，500円

家
数

空
戸

20戸

団地名

緑が丘

新館

城南

型式

3DK

3　K

家賃〔敷金は3月分） 家
数

空
戸

　遣欧使節として伊達政宗の命によ

り支倉常長が出帆したr月の浦」や、

石巻の文化の殿堂「石巻文化センタ

ー」、300年前松尾芭蕉も訪れ当時の

繁栄ぶりを眺め驚嘆した「日和山」

を見学。さらに、石巻農業協同組合

で開催中の「石巻市産品市」で海産

物、農産物の買い物を楽しみます。

○期　日　12月14日（土）

○定員40名
O参加費用　4，500円

O募集締切日　12月7日（土）

○申込先　㈱宮城交通トラベル臼石

　　　　旅行センター費25－3151

0旅行コース（日帰り）

　白石8：30一石巻一月の浦一（昼食）

一石巻文化センター一日和山一石

　巻市産品市一白石17：30

　※天候により変更あり

○主　催　白石市、宮城県、㈱宮城

　　　　交通トラベルほか

○その他

　・地場産品のお土産、昼食付き。

　・自石駅前集合、解散になります。

　※出発時刻の15分前まで参集の

　　こと。

詳しくは、白石市観光協会（市商

工観光課内）智25－2111へ。

アルコール依存症の

家族のつどい参加者募集

　アルコール依存症の患者を抱える

家族の悩み等を出し合うつどいです。

○日時11月19日㈹14時～15時30分

3DK

14，500円～18，000円

10，500円～12，600円

23，000円

5戸

5戸

1戸

21

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課費022－

224－0014へ。

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係盈25－

2111（内線）262／＼お問い合わせくだ

さい。

　　　　12月16日（月）　　〃

　　　　1月29日（水）　　〃

　　　　2月18日㈹　　　〃

　　　　3月17日（火）　　〃

○会　場　白石市健康センター

○間い合わせ先　仙南保健所臼石支所

　　　　　　費25－2108

一日技能講座と平成3年度技能向上
　　　　　　　　　　　　　訓練受講生募集

《一目技能講座》

○講座内容と定員

　・ワープロ・コース

　　ワープロの基本操作　10名

　・日曜大工コース

　　整理箱の作成　　　　10名

○日時11月8日㈹9時～12時
○受講料無料
《平成3年度技能向上訓練》

O目時11月9日UD～10日（日）

　　　　9時～16時
O内　容　ワープロによる事務文書

の作成と編集、図表の作成、表計算

○対　象　事業所等で経理事務等に

　　　　従事している人

員
師

定
講

○
○

○受講料

○携行品

10名

富士通エフ・アイ’ピー㈱

　　　　東北支社職員

当校指導員

無料
筆記用具、昼食、上履

★場所・問い合わせ先

　宮城県立白石高等技術専門校

　費25－2444

　平成4年4月1日から白石市立幼

稚園に入園する園児を募集します。

○募集人員

　白石市第一幼稚園　81名

　白石市第二幼稚園　75名

○募集期聞

平成3年11月11日（月）～11月16日（土）

○入園資格

（1）年齢　満5歳児、満4歳児、満

　　　3歳児ともそれぞれの次の

　　　期間に出生したもの

　【満5歳児】昭和61年4月2日か

　ら昭和62年4月1日まで
　【満4歳児1昭和62年4月2日か

　ら昭和63年4月1日まで
　【満3歳児】昭和63年4月2日か

　ら平成1年4月1日まで。
（2）白石市在住者であること。

○入園手続き　入園願書を入園希望

　の幼稚園より受け取り、必要事項

　を記入し、募集期間中に入園希望

　の幼稚園へ提出のこと。

○入園願書受付時問

　月～金曜日　9時～16時

土　曜　　日　9時～11時30分

○その他

（1）入園願書用紙は、市立幼稚園に

　用意してあります。

〔2）入園希望者が定員を超過した場

　合は、抽選により決定いたしま

　す。

自衛官を
募集しています

　2等（陸・海・空）士を募集して

います。これ以外の本年度の募集は

全て終了しました。

　詳しくは、市民課台25－2111、ま

たは大河原募集事務所費0224－53

－2185へお問い合わせください。
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劇団現代座「風は故郷へ」の公演について
囎
－
ん

1齢

‘

北海道の開拓に入植した男たちが、

時代から見捨てられた農業に最後の夢

を託す……。現代を鋭くとらえた演劇

をぜひごらんください。

○日　時　11月28日（村開場18：00

　　　開演18：30～
○会場　白石市中央公民館大ホール
○入場料

大人（中学生以上）前売2，500円

　　　　　　当日2，700円
子供（小学生以下）前売1，500円

㎜
輪
齢

第27回

白石市断郊レーズ大会

「無料税務相談室」

の開設

第2回白石市民シルバー

ダンスパーティーのお誘い

　　○日　時　11月23日㈱　9時開会

　　○場所白石川緑地陸上競技場周辺

　　○参加資格

　　小・中学生、高校生及び一般男女

　　※ただし、小学4年生以上に限る。

　　○申込先

　　市教育委員会文化スポーツ振興課

　　○主催　自石市陸上競技協会

　　　　　　白石市教育委員会

　　○間い合わせ先

　　市教育委員会体育振興係

　　　費25－2111（内線）412

　　鈴木清重
　　　a25－2849

　1　国民健康保険の届出を　　　　　1

　…　　　　　忘れていませんか？　｝
　i　国民健康保険は、社会保険などの1

　書保険に入っていない方が加入する保…

　…険です。もし社会保険等に加入して垂

　1も、国保からぬける届出をしないと、l

　lそのまま保険税がかかります。　　l

　l　国民健康保険証・社会保険証・印l

　i鑑を持参し、市民課で届出してくだl

　iさい。届出は14日以内です。　　　1

　11月11日から17日まで全国一斉に

「税を知る週間」が行われます。

　大河原税務署でも、地元税理士の

参加を得て、次のとおり無料税務相

談を開きます。

　お気軽にご利用ください。

O日時11月15日㈹10時～15時
○場　所　白石市役所大会議室（4階）

「みやぎ手帳」を

あっせんします

　宮城県民のためにつくられ、最新

の統計資料や市町村一覧、行事予定

等が掲載されている、見やすく、使

いやすい平成4年版「みやぎ手帳」

をあっせんします。ご希望の方は市

役所企画財政課盈25－2111（内線）362

又は各事務連絡所へ11月末までに、

お申込ください。

　◎「みやぎ手帳」頒布価格

　ポケット版　370円（消費税込）

　大型版500円（消費税込）

総合検診（追加）の

お知らせ

　以前に、平成3年度の住民総合検

診を実施しましたが、都合により受

けられなかった方々のために、下記

により「追加検診」を実施すること

にしました。

　本年度の住民総合検診は、この追

加検診ですべて終了することになり

ますので、まだ受けていない方は、

必ず受けるようにしてください。

○月　目　11月19日㈹

○受付時間　9時～11時

　　　　　13時～15時

　　　　　17時～19時
o場　所　白石市健康センター

　お問い合わせは、市保健衛生課
奮25－2111（内線）603へ。

父子家庭医療助成が

スタートしました

いきいき宮城

「サントピア沖縄の旅」

初心者歓迎、レッスンコーナーが

あります。お気軽にご参加ください。

○日時11月16日（土）

　　　　18時30分～20時45分

○場所白石市中央公民館大ホール

○参加資格　男性は成人であれば年

齢を問いませんが、女性の方は60

歳以上に限ります。

o主催ダンスパル白石

○問い合わせ先跡部費26－3640

　　　瀕凱

　　　女（　　　　　〉ン

1　12月2日は、国民健康保険税（第垂

i6期）の納期限です。お忠れなくガ1

i　口座振替をご利用の方は、預金残1

ξ高をご確認ください。　　　　　　　1

…　　　　納税相談夜間窓ロ　　　　雪

…○日　時　　　　　　　　　言
…　11月5日（火）・15日陶・25日（月）　雪

i17時～20時　　　　　　l
i　O場所・問い合わせ先　　　　　　1

辱　税務課費25－2111　　　　　　　垂

1　　　　　　（内線）141・144・1451

　今まで母子家庭を対象に実施して

いた医療費助成に、10月1日より父

子家庭が加わることになり、「ひとり

親家庭医療費助成」として新たにス

タートしました。

　助成内容は、父親又は子供の医療

費自己負担分（月額）のうち入院は

2千円、通院は千円を超える分（た

だし保険診療分のみ）、期間は、子供

は義務教育終了まで、父親について

は子供が義務教育を終えても未成年

家屋調査に

で扶養している場合に限り引き続き

対象となります。（以上母子家庭医療

費助成と同じ）

○申請・手続き場所

　市社会福祉事務所

O申請に必要なもの

　印鑑、健康保険者証（社保又は国

保）、源泉徴収票（平成2年分）又は

　所得証明書

※なお、所得制限がありますので基

準額表を参考

扶養親族等の数

　　　人0

1

2

3

4

所　　得　　額

2，148　干円

2，438

2，728

3，018

3，308

扶養親族等の数

　　　人5

6

7

8

にしてください。

所　　得　　額

　　　干円3，598

3，888

4，178

4，468

ご協力を！

〔家屋の新築、増改築をされた方〕

　現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。対象は、平成3年1月2、日か

ら平成4年1月1日までに新築、増

改築が完成する家屋です。

係から調査の連絡がありましたら、

ご協力ください。

〔家屋の取り壊しをされた方〕

　お済みですか？「家屋の取壊届」

　今年の1月2日以降に、全部又は

一部を取り壊した家屋は、来年度よ

り固定資産税の対象外となります。

早目に「家屋取壊届」を提出してく

ださい。

　届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえ、ご来庁くださ

いo

O問い合わせ先

　市税務課固定資産税係君25－2111

　（内線）146～148

※不明な点がありましたら市社会福祉事務所福祉係（25）2111内線156番へお問い
合わせください。

「平成3年度雲仙岳噴火災害」義援金の

受付並びにお礼について

　「サントピア沖縄」は暖かい太陽

の下で行われる各種スポーツ競技、

文化的行事、レクリエーション等を

総合した“健康と文化の祭典”です。

　三泊四日の空の旅「サントピア沖

縄の旅」に参加してみませんか。

○日　時

　第1班11月29日～12月2日

　第2班11月30日～12月3日

　第3班12月1日～12月4日

○内容
　・沖縄芸能のタベ

　琉球王朝時代の格調高い歴史や

　文化に触れる。

　。サントピア沖縄アカデミー

　沖縄の長寿の秘訣を学ぶ。

○定　員　各班80名

O対　象　県内の55歳以上の方

○参加費　118，000円

○締切日　11月9日㈹

○主催（財）宮城いきいき財団

o申込先

　日本赤十字社宮城県支部では、先

月お伝えしました「島原市雲仙岳噴

火災害」について義援金受付をして

いましたが、復興の目安がつかない

ことから引き続き受付しますので、

ご協力お願いします。

　なお、その後白石市で義援金を受

付し、日本赤十字社長崎県支部長に

送金しました方は次のとおりです。

　安藤　しげ氏　　　3，000円

　受付窓口は、臼石市社会福祉事務所

費25－2111（内線）154です。

就学援助（準要保護）制度について

教育委員会から
　在学中、または来春入学される児

童・生徒（小・中学生）の保護者の

方で、通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を入学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

　申請が認定されますと、学用品費、

修学旅行費、校外活動費等が給与さ

れます。

　受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・生徒の在学して

いる学校に、平成4年4月小学校就

学予定児童については、就学予定小

学校にご相談ください。

　申請される場合は、12月6日まで

に、申請書を学校に提出してくださ

い。なお、この申請は平成4年度分

です。

近畿日本ツーリスト㈱仙台中央支店

魯022－224－1841

東北海外旅行㈱

盈022－227－6106

し尿処理場からのお願い

○し尿汲取の申し込みについて

①汲取券を準備してから申込みく

　ださい。
②申し込みの際には、し尿汲取であ

　ることを告げ、住所・氏名の順

　にハッキリと述べてください。

③計画収集との関係から、申し込

　みは余裕をもってお早めにお願

　いします。

0雨水等がトイレに入らないよう自

　己管理を忘れずにお願いします。

白石衛生センター第一亭業所

　　　　　　　君2フー2111
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一今月の土曜閉庁日は、9日と23日です一

11月の定例相談日談日
　内　　　　容
市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じます。

（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい

ることや希望等

所場時問相談日相談区分

臼石市役所
1階市民室

10：00～

　　12：00
15市長相談

白石市役所2階

第2会議室
10＝OO～

　　15＝00
15人権擁護

相　　談

白石市役所2階

第2会議室
10：00～
　　15：00

15行政相談

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金
などの相談

白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室

10：00～
　　　15：00

10：00～
　　　12：00

9：30～

　　　15：00

15

5・25
生活相談

15険
談

保会社
相

白石市役所2階

第2会議室
10：00～
　　　15100

15税務†目言炎

買物苦情、消費生活一般白石市役所1階
消費生活相談室

補聴器の修理、調整など福祉事務所

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

25－2111（内線）351

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
炎にも応じます盈

10：00～
　　　15：00

13：00～
　　　14：00

10：30～
　　　11：30

10：00～
　　　15：00

　毎週
月・水・金

リオン

7・20
ニホン

　15

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

15無料法律
相　　談

10：00～
　　　15：00

　　電話相言

11者
談

害障
相

子供の教育上の相談
階
談
一

4
目

所
季
タ

役
年

市
少
ン

石白
青
セ

9：00～

　　17：00
　毎週
月・火・木・金

年
談

少青
相

－技に生きる伽》

　大野清治さん（70・白川犬卒都婆）

は、30年間炭を作り続ける炭焼き職

人さん。目が不自由なため、研ぎ澄

まされた勘が仕事を支えます。

　大野さんの窯は、大人が立っても

入れる宮城県一の大窯。炭焼きは、

火を入れてから窯出しまで1か月は

かかります。　「炭焼きで一番難しい

のは、窯を止めるタイミングだね。

これだけは人には任せられません。

失敗すると木に悪いからね」と話す

大野さん。温かい木への愛着が、良

い炭を生み出しています。

今月の表紙
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一
12，055世帯

（十17世帯）
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21，624人
（十12人）
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20，774人
（十17人）

　　　　　　

冊
42，398人
（十29人）
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亘理医院a25－8501
やまや婦人クリニック　費25－0088

小野歯科医院費25－8007

大沼医院a25－2502
橋本整形外科医院　費25－1616

高橋歯科医院費26－3543

8
　
F
D
　
ワ
召

3
　
4
　
6

2
　
1
　
3

の
　
ワ
ロ
　
　
ム

【
　
一
　
一

5
　
5
　
4

　
　
　
　
ワ
ゴ

雪
費
君

院
院
院

　
　
医

医
病
斗

　
　
群

瀬
田
歯

　
　
岡

広
刈
富

※都合により変更になる場合もあります。

重内の交通事亟〕
9／16～10／15　（　）は累計

第14回
白石市交通安全市民大会
011月15日（金）

　　　午後1時30分～
○白石市中央公民館大ホール

　　※多数のご参加を

事故発生件数

　39件
（460件）

死亡者数

人
人0
2

！
I
－
「

負傷者数

　3人
（80人）

物損件数

　36件
（391件）

）内は対前月比
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